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  たたら製鉄概説  風来坊 和鉄の道・iron road  製鉄関連遺跡を訪ねて       

和鉄
わ て つ
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鉄の「まばゆい輝き・閃光」と「黒光り・肌光」 

日本には「たたら製鉄」という鉄鉱石や砂鉄の塊から、 

「硬くてねばい鋼」を直接作り出す日本古来の製鉄法がある。  

ヒッタイトが人工鉄を発明した当初の姿を現代まで残し、  

現在の製鉄法にも負けない高品質の鋼を作り出す技術に高め、 

維持している日本独自の製鉄法である。  

 

 

 

 

 

 

 

日本に「鉄」が伝来して、この「たたら製鉄」が行われるまで、約800年の長きにわたってたたら製鉄法の摸索が続き、 

その技術をさらに磨き高めながら1500 年続いてきた日本独自の製鉄技

術。 「鉄は国家なり」「鉄は産業の米」と「鉄」の力が強調されるが、 

一方で文化を育み、 そこに住む人たちの生活を豊かにし、現在に至る日

本の国造りを作ってきた。  

そんな今、急速な社会変革の中で この製鉄にともなう数々のドラマが忘

れ去られ、日本各地の「たたら製鉄」遺跡もろとも消え去ろうとしている。  

  製鉄炉は生産された鉄塊の取り出し毎に壊されるので 製鉄関連遺跡

に残っている遺構はそんな生産設備の残骸。 製鉄関連遺跡にはそんな遺

構・生産の痕跡とともに、それに携わった人々の賑わいや数々のドラマ・

歴史が周りの美しい景色とともに埋もれて残っています。 

日本で繰り広げられた数々のドラマ そして その痕跡の風景を少しで

も残しておきたいと 「和鉄の道・Iron Road」として日本各地をCountry 

Walk しつつ集めています。  

鉄は「文化」をはぐくむとともに数々の「戦さ」をも生んだといわれる。   

それだけ 鉄の力の大きさの証明であり、そうだろうと思いますが、 

大事なのは それを使う人々の力・心。 

その根底には日本人の心の故郷「心優しき縄文の世界」がある。 

「鉄」の持つ魅力 「鉄のまばゆい輝き・閃光」と「鉄の黒光り・肌光」 

 その美しさをこれからも大事にしたいと思っています。  

   

 

 

 

 

                     



2018年 和鉄の道・Iron Road  口絵 

 
 

  口絵-1 鉄の惑星「地球」35億年前 現在の生物起源に遡る Iron Road の絶景 

≪NHK BSドキュメンタリ－「南極 氷の下のタイムカプセル」≫ より 

光合成を初めて行い、大気の酸素を作るシアノバクテリアの不思議な世界 

 

    口絵-2 地球35億年前の痕跡 

シアノバクテリアが作り出した酸素と 化石ストロマイトと縞状鉄鉱床 

 

 口絵-3 南極氷 第５８次南極観測隊 岡田雅樹博士からの贈り物  

数万年も前の空気の泡を一杯閉じ込めて真っ白な南極氷      

 

口絵-4  淡路島 津名丘陵 舟木集落遺跡【弥生後期・終末期】 

「国生み神話の島 淡路島」から「国生みの島」へ 国造り&たたら製鉄源流の謎を解く鍵を秘める 

   海人族と密接な鉄器加工・製塩などの生産工房を持つ淡路島山間地集落遺跡群の中心  

口絵-5    古代たたらの故郷 湖北 伊吹山山麓 たたらの里に眠る「金太郎」伝承 walk  

          伊吹の里 & 長浜市西黒田地区(旧坂田郡西黒田村) 

 

 

  

 

     

 

 

http://www.infokkkna.com/ironroad/2018htm/iron14/1803cyanobacteria.pdf


口絵-1  鉄の惑星「地球」35億年前 現在の生物起源に遡る Iron Road の絶景 

≪NHK BSドキュメンタリ－「南極 氷の下のタイムカプセル」≫ より 

光合成を初めて行い、大気の酸素を作るシアノバクテリアの不思議な世界 
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 口絵-4  津名丘陵 舟木集落遺跡 【弥生後期・終末期】 

「国生み神話の島 淡路島」から「国生みの島」へ  国造り&たたら製鉄源流の謎を解く鍵を秘める 

海人族と密接な鉄器加工・製塩などの生産工房を持つ淡路島山間地集落遺跡群の中心  
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 口絵-5    古代たたらの故郷 湖北 伊吹山山麓 たたらの里に眠る「金太郎」伝承 walk  

          伊吹の里 & 長浜市西黒田地区(旧坂田郡西黒田村) 

 

伊吹の里の秋景色  伊吹山から流れ出た豊富な水が伊吹の里の豊かさの象徴か? 

 

       金太郎生誕の伝承の地 伊吹山の前に臥竜山寝そべる旧坂田郡西黒田地区 

 



 

 

      和鉄の道・Iron Road  たたら製鉄関連遺跡探訪 2018  

                 ま え が き 

 

 
   西アジアで生まれた人工鉄がユーラシア大陸を東遷し、中国・朝鮮半島にわたってきた鉄器・人工鉄の生産技術が  

「何時・どのように日本海を渡り、そして たたら製鉄の源流となったのか……」 

「和鉄の道 もっと直接 鉄の謎に迫りたいなぁ」と毎年抱く「解けそうで解けない鉄の謎」。  

 道はまだまだ。でも 2018年もいろいろ新しい「和鉄の道」を眼にすることが出来ました。 

また、今までの数多い断片的な記事を読み返しながら、整理することをはじめています。 

「2018年 和鉄の道・Iron Road」 ざっと頭に浮かぶことを記載すると下記のとおり。 

◎鉄の惑星「地球」35億年前 現在の生物起源に遡る Iron Road の絶景「南極 氷の下のタイムカプセル」のこと 

 縞状鉄鉱床そして生命に必須である大気の酸素を作り出し、現在の生物起源となり、そして、その過程で海中に膨大 

な鉄を堆積して、現代の製鉄産業を支える鉄鉱資源を生み出したシアノバクテリア。これぞ Iron road の源と 

昂奮。約35億年前の地球で演じられたシアノバクテリアの世界をそのまま映像で映し出され、くぎ付けに。 

◎訪問したかった 淡路島津名丘陵 舟木集落遺跡 弥生後期・終末期】現地探訪 やっと訪れることができました 

海人族と密接につながる鉄器加工・製塩などの生産工房等を持つ弥生後期の山間地集落遺跡群の中心 

日本の国造り たたら製鉄源流の謎を解く鍵を秘めているという 弥生時代の山間地集落の中心 舟木遺跡を 

やっと訪ねることが出来ました。また、淡路島の海人族が古代朝鮮半島の鉄素材輸入にかかわっている可能性につい

ても少し知識が増えました。 

国生み伝承に加え、弥生後期日本最古最大級の鍛冶工房村 五斗長垣内遺跡・松帆銅鐸と相次ぐ日本の国生みを解く

鍵とみられる遺物・遺跡の出土が続く淡路島。日本の国生み・たたら製鉄の謎にせまれると興味津々。 

海に近い丘陵の尾根筋 海人測と生産工房が一緒になって、鉄を求める古代大陸交易を推進した交易の中心集落 舟

木遺跡。国生みの謎を解くとの期待とともに、高地性集落の性格評価も変えるかも。 

明石海峡を隔ててすぐ南にいつも眺める淡路島に期待一杯です。 

◎ 和鉄の道・Iron road 日本各地の製鉄関連遺跡訪問 記事読み返しと地域レビュー をはじめました 

 現地訪問や鉄の地域研究レビューの資料などを見る機会を得て、「西播磨 宍粟の鉄」「近江の鉄」について、記事読 

み返し、整理とともに、掲載記事のリストアップ紹介。また、毎年記載してきた「節分の鬼」も読み返しています。 

 新しく製鉄遺跡を訪ねることはできませんでしたが、古代たたらの故郷 湖北 伊吹山山麓 たたらの里に眠る「金太 

郎」伝承 & 「近江の鉄」 空白だった琵琶湖側伊吹山山麓のたたら伝承を「近江の鉄」に付け加えることが出来て、

一応琵琶湖周辺の古代製鉄地帯をめぐったことになり、整理せねばと。 

私にとっては、気が付かなかった新しい視点・思い違いや間違いの発見など。 

できれば1編に整理してまとめたいのですが、なかなか頭回らす、とりあえずのリストアップです。 

だんだん 行動半径も小さく、頭も回らずですが、「鉄」「たたら」をキーワードにした日本各地の探訪。 

まだまだ 好奇心もあり、うれしい Iron Road です。 

http://www.infokkkna.com/ironroad/2018htm/iron14/1809awajifunakiA01.jpg
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     和鉄の道・Iron Road  たたら製鉄関連遺跡探訪 2018  

2018年掲載トピックス 
    西アジアで生まれた人工鉄がユーラシア大陸を東遷し、中国・朝鮮半島にわたってきた鉄器・人工鉄の生産技術が  

「何時・どのように日本海を渡り、そして たたら製鉄の源流となったのか……」 

「和鉄の道 もっと直接 鉄の謎に迫りたいなぁ」と毎年抱く「解けそうで解けない鉄の謎」。  

 道はまだまだ。でも 2018年 いろいろ新しい「和鉄の道」を眼にすることが出来ました。 

● 鉄の惑星「地球」35億年前 現在の生物起源に遡る Iron Road の絶景 

≪NHK BSドキュメンタリ－「南極 氷の下のタイムカプセル」≫  

南極氷の下のタイムカプセル  光合成を初めて行い、大気の酸素を作るシアノバクテリアの不思議な世界 

  
南極の氷に閉ざされた誰も何もいない湖の下で もくもくと酸素を生み出す原始生物シアノバクテリア。 

鉄の惑星 地球で、35 億年前その鉄の助けをかりて豊富にあった水と炭酸ガスから、太陽のエネルギーで光合成を初

めて行い、酸素を大量に放出。生命を維持するのに必要な有機物を得て、限られた環境でしか生きられなかった世界を

大きく拡大した。その後、シアノバクテリアは進化して、植物の中に入り込み、葉緑体に。 

一方 有機物を酸素で分解する動物たちも、その進化を急速に早めた。現代の地球に存在する動植物の起源がこのシア

ノバクテリアにあるとされるゆえんである。また、この光合成の過程でシアノバクテリアは水中に大量にあった鉄を酸

化させ、沈殿させ、現在の縞状鉄鋼床を作り、現代の製鉄を支えている。 

いわば、35億年前にさかのぼる Iron Roadの絶景が今も氷に閉ざされた南極の湖の底に今も生きている。 

現世の生物そしてその頂点にいる人間の存在もまた、現代社会の繁栄の礎となった大量の鉄鉱石もこのシアノバクテリ

アにつながっている。もう びっくりを通り越し、今こんな世界を見られることに興奮。テレビの世界に釘付け。 

鉄の惑星「地球」で「鉄」が演じる「もし地球に鉄がなかりせば…」のすごい役割の始まりを見るのも初めて。 

鉄の惑星「地球」35億年前 現在の生物起源に遡る Iron Road の絶景。いまだ興奮冷めやらず。  

人工鉄・製鉄技術の起源の一番根元にあるシアノバクテリアと水中に溶けた鉄との共同作業。 

Iron Roadの出発点ともいえる鉄の惑星 地球の不思議との遭遇です。ここから Iron Roadが始まると……・ 
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◎ 第５８次南極観測隊 岡田雅樹博士からの贈り物 数万年も前の空気の泡を一杯閉じ込めて真っ白な南極氷       

時をおなじくして、3月に南極から帰国直後の第５８次南極観測隊副隊長兼越冬隊長 岡田博士から、 

南極氷が届いたことも うれしいニュース。 こっちは 数万年も前の大気が閉じ込められた南極氷そのもの。  

水で溶けるときに「シュワ－」と音がし、光にかざすと 氷に閉じ込められた空気の泡がきらきらと輝いて見え、

宝石のよう。 

遠い昔の和鉄の道を思い浮かべつつ、南極氷の焼酎ロックで、うれしい一杯。 

また、家族・孫たちや近くの小中学生や仲間たちにも喜んでもらいました。 

 

●  津名丘陵 舟木集落遺跡【弥生後期・終末期】 「国生み神話の島 淡路島」から「国生みの島」へ  

 日本の国造り たたら製鉄源流の謎を解く鍵を秘めている 

海人族と密接な鉄器加工・製塩などの生産工房を持つ淡路島山間地集落遺跡群の中心  

  

淡路島南部の三原平野からは弥生時代の終焉を告げると言われる大量の埋納銅鐸（松帆銅鐸）が出土。 

また、淡路島北部を南北に走る津名丘陵周辺から、弥生中期から後期にかけての大規模な鍛冶工房跡「五斗長垣内

遺跡」が出土。そして、西に瀬戸内海東に大阪湾を見晴らす津名丘陵の尾根筋の上に 弥生中・後期舟木遺跡を中

心とする鉄器加工や製塩・干イイダコなどの生産工房を持ち交易を生業とする山間地集落群が展開していることが

明らかになってきた。 

しかも 南北に走る津名丘陵の西側海岸部には航海術にたけ、大陸・朝鮮半島と初期大和王権と密接につなぐ役割をし

たとみられる海人達の拠点があることも分かっている。 

http://www.infokkkna.com/ironroad/2018htm/iron14/1809awajifunakiA01.jpg


これらのことから、淡路島が当時最重要視された半島の鉄素材を中心と

した交易を通じて、日本の国生みに大きな役割を果たしたとして、「国

生み神話の島淡路島」から「国生みの島 淡路島」への期待がにわかに

高まっている。 

今この渦中の中心にあるのが、弥生後期から終末期津名丘陵の尾根筋

に出現した山間地生産工房集落群野中心で、鉄器工房などの生産工房を

有し、交易の中心とみられる舟木遺跡。まだ、発掘調査は一部ですが、

その存在感は高まるばかり。是非現地に行ってみたいと思いながら,中々

行けなかったのですが、8月末 淡路島北西部 野島海人の本拠地 野

島海岸から津名丘陵の尾根の上にある淡路市舟木集落・舟木遺跡の現地

周辺walkができました。 

舟木遺跡域の大半は私有地で立ち入られませんでしたが、西に野島海

岸から瀬戸内を見晴らす尾根の上 古代から守り継がれている女人禁制

の磐座を中心に樹木に包まれた小さな丘をいくつも連らね、舟木集落が

ありました。この磐座を中心に現在の居住域を除く集落の田園全体が遺

跡でした。 

まだ、発掘はごく一部ですが、舟木遺跡の現地調査資料や遺跡地図を眺めながら、遺跡域をめぐりました。 

日本の国造りの始まりそして ヤマトへの実用鉄器製造技術・たたら製鉄の源流を解き明かしてくれるタイムカプセル

が目の前の森にある。また、古代からの姿をそのまま残し、今も女人禁制 村人たちにより 素朴な神事が守り継がれ

ている舟木集落の中心 舟木神社の磐座の森にも感銘をうけました。 

この舟木集落 「生活実態は変われども 村人たちによりいまも古代の森・丘が守り継がれている。」いると強く感じ

ました。まだ、調査はごく一部ですか、丘から見下ろす美しい眺めとともに、「日本の国造り たたら製鉄源流の謎を

解く鍵を秘めている」「国生み神話の島淡路島」から「国生みの島 淡路島」へ 今後も淡路島の発掘調査に期待一杯。 

 

 ● 和鉄の道・Iron road 日本各地の製鉄関連遺跡訪問 記事読み返しと地域レビュー  

  

   

 

たたら跡 日本各地の製鉄関連遺跡 製鉄関連伝承などを訪ねて記事にしてきましたが、その数も膨大になり、また、

同じことを繰り返し紹介していることも。そんな記事を時代を通して、その地域 そして人々の暮らしとどのようにつ

ながり、どんな展開をもたらしてゆくのか…。すこし、掲載してきた資料全体をながめたいと日本各地の現地訪問記と



ともに、その地域について 記録してきたこと全体をリストアップし、読み返すことを始めました。 

現地訪問や鉄の地域研究レビューの資料などを見る機会を得て、 「西播磨 宍粟の鉄」「近江の鉄」について、記事読

み返し、整理とともに、掲載記事のリストアップ紹介をしました。 

私にとっては、気が付かなかった新しい視点・思い違いや間違いの発見など。 

できれば1編に整理してまとめたいのですが、なかなか頭回らす、とりあえずリストアップ。 

 ◎ 和鉄の道・Iron road 『西播磨(宍粟・佐用)の鉄』 2018レビュー 2018.5.15. 

兵庫県立歴史博物館ひようご歴史研究室編  『ひょうご歴史研究室紀要』第３号◇特集「播磨のたたら製鉄」 

 ◎    古代たたらの故郷 湖北 伊吹山山麓 たたらの里に眠る「金太郎」伝承 

 & 「近江の鉄」 和鉄の道掲載リスト  2018.11.12.  

 ◎ 2018年節分に 仲間としての鬼に思う - 鬼にされた製鉄集団  2018.2.3.  

 

● 番外 日本人の心の故郷 縄文  北東北・北海道の縄文遺跡を ユネスコ世界遺産に  

一万年も平和で豊かな生活が続いた世界に類のない日本の「縄文」社会 

   そのエンジンは「他人を思いやる心」だったである。 

 

北海道・北東北の縄文遺跡群」が2020年登録を目指すユネスコ世界遺産の日本申請候補に選ばれました。 

世界遺産登録へ一歩前進とうれしくなりましたが、 

 残念ながら日本からの2020年登録推薦から外れました。 

なにか日本の政治に翻弄されているようで、気になりますが、引き続きご支援お願いします 

 

 このほか、いろいろな姿を見せる現代の鉄にも出会いあえ、この1年色々思いを巡らしながらのうれしい「和鉄の道」。  

私にとっては、気が付かなかった新しい視点・思い違いや間違いの発見など。 

整理のつかない身勝手な記事ばかり。 

できれば1編に整理してまとめたいのですが、なかなか頭回らず、とりあえずのリストアップです。 

だんだん 行動半径も小さく、頭も回らずですが、「鉄」「たたら」をキーワードにした日本各地の探訪。 

まだまだ 好奇心もあり、うれしい Iron Road です。 

よろしくお願いします。 
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2018年 和鉄の道・Iron Road  口絵 

 
 

  口絵-1 鉄の惑星「地球」35億年前 現在の生物起源に遡る Iron Road の絶景 

≪NHK BSドキュメンタリ－「南極 氷の下のタイムカプセル」≫ より 

光合成を初めて行い、大気の酸素を作るシアノバクテリアの不思議な世界 

 

    口絵-2 地球35億年前の痕跡 

シアノバクテリアが作り出した酸素と 化石ストロマイトと縞状鉄鉱床 

 

 口絵-3 南極氷 第５８次南極観測隊 岡田雅樹博士からの贈り物  

数万年も前の空気の泡を一杯閉じ込めて真っ白な南極氷      

 

口絵-4  淡路島 津名丘陵 舟木集落遺跡【弥生後期・終末期】 

「国生み神話の島 淡路島」から「国生みの島」へ 国造り&たたら製鉄源流の謎を解く鍵を秘める 

   海人族と密接な鉄器加工・製塩などの生産工房を持つ淡路島山間地集落遺跡群の中心  

口絵-5    古代たたらの故郷 湖北 伊吹山山麓 たたらの里に眠る「金太郎」伝承 walk  

          伊吹の里 & 長浜市西黒田地区(旧坂田郡西黒田村) 

 

 

  

 

     

 

 

http://www.infokkkna.com/ironroad/2018htm/iron14/1803cyanobacteria.pdf
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口絵-1  鉄の惑星「地球」35億年前 現在の生物起源に遡る Iron Road の絶景 
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口絵-3 南極氷  第５８次南極観測隊 岡田雅樹博士からの贈り物  

数万年も前の空気の泡を一杯閉じ込めて真っ白な南極氷       

 

  

http://www.infokkkna.com/ironroad/2018htm/iron14/1803cyanobacteria.pdf


 口絵-4  津名丘陵 舟木集落遺跡 【弥生後期・終末期】 

「国生み神話の島 淡路島」から「国生みの島」へ  国造り&たたら製鉄源流の謎を解く鍵を秘める 

海人族と密接な鉄器加工・製塩などの生産工房を持つ淡路島山間地集落遺跡群の中心  
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 口絵-5    古代たたらの故郷 湖北 伊吹山山麓 たたらの里に眠る「金太郎」伝承 walk  

          伊吹の里 & 長浜市西黒田地区(旧坂田郡西黒田村) 

 

伊吹の里の秋景色  伊吹山から流れ出た豊富な水が伊吹の里の豊かさの象徴か? 

 

       金太郎生誕の伝承の地 伊吹山の前に臥竜山寝そべる旧坂田郡西黒田地区 

 



和鉄の道 鬼に関する掲載記事の再整理 2018.2.3.  

   by Mutsu Nakanishi 
2018年節分に  仲間としての鬼に思う 

｢仲間としての鬼 - 鬼にされた製鉄集団 -｣     

            「鬼は外 副は内」から 「福は内 鬼も内」へ 

          競争社会から成熟社会へ移行する日本に必要なのは 

鬼に抱く日本人の心情・日本の縄文が育てた心のやさしさでは・・・・ 

一万年も平和で豊かな生活が続いた時代 世界に類のない日本の「縄文」そのエンジンは「他人を思いやる心」 

「鬼は外 福は内」と言いながらも、愛すべき鬼たちに寄せる心情が各地の鬼伝承・新春・節分の集落挙げての 

追儺式・鬼踊りとして、現在まで延々と続いている。 

これこそが日本人の心の故郷として縄文が育んだ人類が生き延びてきた本能財産「心のやさしさ・他人を思いやる心」 

である。 激変する国際社会の中で振り回され、核戦争の脅威に平和が脅かされる今 1万年もの長きにわたって、 

平和な永続社会を築いた縄文 そして愛すべき鬼たちの心情を考えてもよいのではないかと思っている。 

積極的平和主義などというわけのわからぬ造語でまくしたてる人たちからは「なまっちろい 理想論」と言われようが

よっぼと現実的で事実の積み重ねなのである。 

遠い昔の縄文や鬼たちの姿にまで さかのぼらなくても幾つも事実がある。 

  ● 戦後日本が繁栄して今に至っているこの時代 戦争がない平和がもたらしたもの 

  ● 今 介護の世界で 相手の目を見つめ、優しい笑顔で語りかけ、ハグすることが 

認知症・脳細胞の活性・再生にきわめて有効であることが実践を通じて証明されつつある。 

何度も取りあげた記事の再録で、home pageにも掲載したのですが、 

この節分の時期に 鬼にされた仲間の鬼への共感に日本の縄文を重ね合わせ、 

日本の各地に残る仲間の鬼について、ほんの一部ですが紹介します。 

 

たたら衆や山で働く金属採掘集団などが日本各地の鬼伝承のベースとして幾つも残っていて、和鉄の道を訪ねた時に、

何度も「鬼」ゆかりの地に出会ったこともあって、節分・2月が近づくといつも日本の「鬼」が気にかかる。 

古来から、日本では 人に災いをもたらす目に見えぬ隠れた者を『鬼・隠オニ』と呼んできた。 

でも 災いをもたらす者とは立場・集団の思いによって数々の『鬼・隠オニ』が作られてきた。特に施政者・支配者と

民衆との思いには大きな差があり、鬼に寄せる心情も大きく異なり、民衆の思いが記録の残らぬ仲間の鬼伝承として広

く各地で受け継がれてきた。 

いろんな鬼をざっと整理すると 次のような鬼の系譜が見える。 

   ◎ 本来の鬼  人に災いをもたらす目に見えない隠れた恐ろしい鬼 

   ◎ 神や仏の化身の鬼 神や仏に出会って改心し、神や仏の従者となって、神や仏の代わりに働く鬼もいる 

   ◎ 奉ろわぬものとして 施政者・統治者によって鬼にされた鬼 

   ◎ 里人の中に生まれた仲間の鬼  どこか間が抜けていて、悪さもするが、人や村を助けてくれた鬼 

     等  々 日本各地に数多くの鬼が生まれた。 

私はこんな中で「里人の中に生まれた仲間の鬼」が好き。 鬼とされたたたら衆の鬼伝承の多くもそんな鬼である。 

本来「悪者・恐ろしい者」とされる「鬼」に対しても「仲間・親しみのある情」を抱く感情は、 

幾多の積み重ねではあろうが、人類の人類たるゆえん本能的な「他人を思いやる心」に発し、 

縄文人が育んだ「心の深さ」にルーツがあると思っている。 

( 縄文が日本人の心の故郷と言われ、 また、1万年の長きにわたる永続社会を築いた日本の縄文のベースであろう 

また 一方 弥生人が我々日本人のルーツと思い込む人たちによって 縄文人も「鬼」にされた誤りもある。) 

 最近では「戦さを知らぬ縄文人」「心優しき縄文人」「日本人の心の奥深さ・多様なこころ縄文」などと耳にする機会

も多くなった。ぜひ、この鬼への心情のベースが日本の縄文の中にあり、世界に誇る「縄文」が世界遺産に登録され

ることを願っている。 
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ふっと現実に立ち返って今を眺めてみる。 

最近激烈な競争の中で、自分さえよければ・・・・と「鬼」を作り、排除してゆく構図が益々激しくなっていると感じること

が多い。数の多さに傘を着た傲慢・仲間政治 どこか「鬼づくり」に似ていませんか・・・・・・ 

いじめの構図の中にも 仲間の鬼とは無縁の鬼づくりが見える。  

仲間といつも一緒でないと不安な社会の中で、たえず「鬼」をさがそうとし、集団のそばに「鬼」がいると安心する。 

一旦仲間から外れると 今度は自分が「鬼」にされてしまうとの恐怖感も。 

ふっと立ち止まると、手が差し伸べられず、「鬼」にされた人がなんと多いことか・・・・・。 

そして、この構図の中に知らず知らずのうちに自分が巻き込まれていることにはっと気が付く。 

最近のTV番組はひどい。公正と言われるTVニュースまでもが汚染に染まりぬいている。 

自分も加害者になっていませんか・・・・・ ちょっとそんな目でTVをみることも 

 

ちょっとストップ。 立ち止まって考えよう。 

あのすごい憤怒の形相をした蔵王権現三体を本尊とする吉野の金峯山寺ではどんな「鬼」も迎え入れる。 

「福は内 鬼も内」 お互いがお互いを思いやれる社会 そんな穏やかな社会に早く舵を切ってほしい。 

 

          2018.2.3.  節分に from Kobe  Mutsu Nakanishi 

 

◎ 神戸の鬼 & 生駒山の鬼 神や仏の化身となって厄を払う鬼(追儺式・鬼踊り) 

 

 

 



 ◎ 節分豆撒きで追い払われる鬼 & 退治された鬼の伝承 

 

◎ 日本各地に伝承されている鬼  鬼にされた愛すべき仲間の鬼たち  

 

古代 奉ろわぬものたちとして「鬼」にされたたたら衆

や山を生業としてきた衆そして辺境の人たち等々。 

愛すべき鬼・仲間の鬼たちや開拓神の伝承も日本各地

に残る。神になった鬼・神に仕えて、民を助ける鬼も

いる。  

今回もそんな鬼を新たに訪ねて お伝えることができ

ませんでしたが、今までに集めた「愛すべき鬼たち」 

 

また 愛すべき鬼たちの中に縄文の心を見る。 

一万年も平和で豊かな生活が続いた時代  

世界に類のない日本の「縄文」 そのエンジンは「他人

を思いやる心」 

日本人の心の故郷「縄文」北東北・北海道の縄文遺跡をユネスコ世界遺産に 

ほんの一部ですが下記に。 

「鬼」伝承やことわざに 縄文からの「日本人の奥深い心情」を見る  

◎「仲間としての鬼」-鬼にされた たたら製鉄集団-  http://www.infokkkna.com/ironroad/2014htm/iron10/1402oni00.htm 

◎「日本各地の鬼伝説」和鉄の道 掲載リスト    http://www.infokkkna.com/ironroad/2013htm/iron9/13iron01list.pdf 

◎「日本人の心の故郷「縄文」           http://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/jyomonslide.htm 

ちょっと立ち止まって見ると 愛すべき鬼たちの姿も  見えてくる。 

スピード・恣意的な噂話に惑わず、 ちょっと立ち止まっては・・・ 

       2018.2.3.  from Kobe                          

http://www.infokkkna.com/ironroad/2014htm/iron10/1402oni00.htm
http://www.infokkkna.com/ironroad/2013htm/iron9/13iron01list.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/jyomonslide.htm


  資料 和鉄の道 鬼に関する掲載記事の再整理 2018.2.3.  

 

   A .  神戸の鬼 関西での伝承  

.   ◆ 節分 神戸の鬼 追儺式・鬼踊り   神・仏の代わりに舞い踊り厄を払う 

1. 神戸長田の森「長田神社の鬼」と 稲美町野寺「高薗寺の鬼」          2012. 2月 

1. 神の化身 7 匹の鬼が燃えさかる松明を掲げて舞踊る 神戸長田神社 節分・追雛式 2012.2.3.  

     2. 仏の化身 赤鬼・青鬼 災い払う火の粉舞う伝統の鬼の舞 稲美町野寺 高薗寺 鬼追式 2012.2.10.  

         http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/12iron02.pdf  

   2. 神戸 神戸摂播国境 白川街道沿い「妙法寺の新年招福の追雛式」 2013.1.3.  

         「妙法寺」に古くから伝えられてきた10匹の鬼踊 新年招福の追雛式  

      3.  西神戸 押部谷 高和 性海寺 新春の修正会 追儺式・鬼おどり  2016.1.11.    

             http://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1602syoukaiji00.htm 

 

◆ 節分の鬼  身振り狂言「節分 厄除け」          2014.2.2. &  2.3 

  笛・鉦・太鼓のお囃子のリズムに合わせて繰り広げられる身振り・手ぶりの無言劇 

          -  京都壬生寺 壬生狂言・尼崎大覚寺. 身振り狂言 

http://www.infokkkna.com/ironroad/2014htm/iron10/1403setsubun00.htm  

    ◆ 生駒山暗峠周辺の髪切・鬼取の郷に鬼伝承を訪ねる    2015.1.25. 

      役行者に退治され、従者となった古い鬼 前鬼・後鬼 

                        生駒山上の暗峠をはさむ大阪側 東大阪市髪切集落と奈良側生駒鬼取町 

                       http://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/1502ikoma00.htm 

   ◆ 鬼の住む山大江山  酒呑童子             2001.8.12. 

大江山の鬼伝説に Iron Road のロマンを掻き立てて 

http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/jstlbb06.pdf 

 

 

 

退治された鬼 酒呑童子伝説の大江  酒呑童子の生まれは 越後の弥彦山との伝承がある 

http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/12iron02.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1602syoukaiji00.htm
http://www.infokkkna.com/ironroad/2014htm/iron10/1403setsubun00.htm
http://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/1502ikoma00.htm
http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/jstlbb06.pdf


  B. 日本各地 鬼伝説 和鉄の道・Iron Road 掲載リスト 2013.1.15. 整理 &  2018.2.3 修正追記 

    http://www.infokkkna.com/ironroad/2013htm/iron9/13iron01list.pdf  

1. 日本各地の鬼伝説  鬼伝承の鬼は本当に悪者か???         2003.2.3.  

           http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/jstlbb10.pdf .  

 

1. 溝口 鬼伝説と伯耆の国の製鉄地帯 －日本最古の鬼伝説から－     2000.3.10.  

孝霊天皇 鬼伝説 伯耆溝口  山陰 古代鉄の王国 - 伯耆の国 -より   

http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/jstlaa05.pdf  P9-P11 

         2. 北上の鬼 蝦夷の雄「アテルイ」                               2016.3. 

        http://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/1603tpb01aterui.pdf 

        参考 蝦夷の鉄 http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/ir3kc01.pdf 

参考 蝦夷の鉄 東北の和鉄の道9編まとめ   2004.1. 

   http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/4iron06.pdf 

     3. 丹後の国 大江山酒呑童子             2001.8.12. 

   大江山の鬼伝説に Iron Road のロマンを掻き立てて 

http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/jstlbb06.pdf 

     4. 吉備国 「桃太郎伝説の鬼ヶ城」          2010.1.15. 

          http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/10iron02.pdf 

     5. 古代鉄の大王国 津軽 岩木山北山麓  鬼伝説と古代津 軽の大製鉄地帯  2000.3. 

           http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/jstlaa06.pdf 

              ● 弘前ねぷたと岩木山北麓 鬼伝説の里   鬼沢 鬼神 社・十腰内 巌鬼山神社を訪ねて 2000.8. 

           http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/jstlaa08.pdf 

 

2. 弘前ねぷた と 岩木山北麓 鬼伝説の里 鬼沢 鬼神社・十腰内 巌鬼山神社を訪ねて   200.8.4.  

         http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/jstlaa08.pdf   

     3. 蝦夷の鉄・東北 和鉄の道 東北地方 和鉄の道 9編 取りまとめ                  2004.1.18.  

         http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/4iron06.pdf   

     4. 蝦夷の雄「アテルイ」の足跡 「清水寺・将軍塚」                               2006.2.9.  

         http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/6iron03.pdf  

     5.  日本人の祖先の一部 節分の「鬼」  From Kobe 2008より                   2008.2.3.  

         http://www.infokkkna.com/ironroad/2008htm/walk5/0802oni00.htm  

     6.  今年も節分の鬼によせて 「福は内 鬼も内」  From Kobe 2008より      2010.1.30  

         http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/mutsu/fkobe1002.pdf .    

 ***************************************************************************************************** 

 7. 越後弥彦山の開拓神伝承  酒呑童子は弥彦山の生まれとの伝承      2007.5.16. 

日本三彦山の一つ 越後 弥彦山 Walk   古代鉄の国｢越｣ 弥彦山に鍛治神の痕跡を探して 

http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/7iron10.pdf 

2018.2.3. by Mutsu Nakanishi 整理 

http://www.infokkkna.com/ironroad/2013htm/iron9/13iron01list.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/jstlbb10.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/jstlaa05.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/1603tpb01aterui.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/ir3kc01.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/4iron06.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/jstlbb06.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/10iron02.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/jstlaa06.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/jstlaa08.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/jstlaa08.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/4iron06.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/6iron03.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/2008htm/walk5/0802oni00.htm
http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/mutsu/fkobe1002.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/7iron10.pdf


【和鉄の道・Iron Road】≪BS ドキュメンタリー PDF メモ≫ 2018.3.5. by Mutsu Nakanishi  

南極 氷の下のタイムカプセル［BSプレミアム］2月24日（土）後9:00  

 南極の湖に３５億年前の世界があった  ここは宇宙？ 湖の底にある原始の地球を撮影 

35億年前 光合成で大気の酸素を作り始めたシアノバクテリアが今もひっそり酸素を作り続けている 

 

南極昭和基地近く岩山群の中にある「アンターセー湖」4m厚さの氷に覆われた湖の水底に不思議な世界が広がっている 

 

 

   
林立する「こぶ」はシアノバクテリアの集合体 表面の密集した毛状のところから、酸素の泡が出ている 

３５億年前の原始の生態系が現在も生き続けているという 

   こんな不思議な世界が南極の厚さ4mも氷に覆われた極寒の湖の底にある 

［BSプレミアム］南極 氷の下のタイムカプセルより 

中西睦夫
四角形

中西睦夫
テキスト ボックス

　鉄の惑星「地球」35億年前 現在の生物起源に遡る原始Iron Roadの絶景
　　　　光合成を初めて行い大気気の酸素を作るシアノバクテリアの不思議な世界

中西睦夫
スタンプ

中西睦夫
スタンプ



35 億年前のタイムカプセル。 この不思議な世界は南極昭

和基地に近い岩山群の中の氷に閉ざされた大陸内部の小さな

湖「アンターセー湖」の湖底に広がる世界。初めて見る世界

に もう びっくりで映像に釘付けになりました。 

３５億年前(３０億年前との説もある) 地球上に現れた原

始生物シアノバクテリアの生態系の世界。酸素のない地球に

生命体が誕生した約40億年前の原始世界は原始の微生物の

世界である。まもなく原始生物シアノバクテリアが誕生し、

太陽のエネルギーで豊富にあった水と炭酸ガスとで、光合成

をおこない、大気中に大量の酸素を放出した。 

光合成で生命を維持に必須の有機物を手に入れ、火山や熱水

周辺以外でも生き述べる手段を手に入れたシアノバクテリアはその後、植物に入り込み葉緑体になり、地球植物のルー

ツである。一方 酸素で有機物を分解し、大きなエネルギ-を得られるようになった動物は その進化スピードをあけて

いった。 地球上の生物が進化・繁栄してゆく生物物質循環・地球環境整備の基を作った原始生物。それが、シアノバ

クテリア。また、このシアノバクテリアが大量の酸素を大気中へ放出する過程で、当時大量に水中に溶け込んでいた鉄

を酸化沈殿させて形成されたのが、現代製鉄の最重要原料である膨大な縞状鉄鉱床で、現在の鉄を支えている。 

   

             35億年前のタイムカプセル アンターセー湖 

   

 アンタ-セ-湖 湖底のこぶとそっくり同じこぶ状の化石(ストロマトライト)が並ぶ オーストラリア ピルバラ 

    

  シアノバクテリアのこぶ断面  シアノバクテリアこふ上集合体骨格痕跡が見える化石: ストロマトライト 

   
    シアノバクテリアが放出した酸素で海中の鉄が酸化堆積したオーストラリアの縞状鉄鉱床 



「鉄」とかかわる中で、シアノバクテリアについては、何度もよく聞く名前で、知っていましたが、シアノバクテリア

が大気を放出するプロセス そして 縞状鉄鉱床が作られていく原始の地球にはどんな景色がひろがっていたのか? 

興味津々。 シアノバクテリアの痕跡が残る化石ストロマトライト(シアノバクテリアとそれが出す泥との集合体)から、

勝手に想像するしかなかった原始の地球の「Iron Road」に広がる世界を、今に垣間見られる35億年前のタイム カプ

セルが南極の「アンターセー湖」。 

湖の極寒の地 南極の湖底で、今も酸素をひそかに放出し続けている。もう びっくりです。 

なお 上記写真はすべて［BSプレミアム］南極 氷の下のタイムカプセルの映像から切り出しました。 

まだ、内容についても、整理がついていませんので、取り違えもあるかもしれません。 

また、 本紹介内容等 すでにお知りでしたら、ごめんなさい。 

 

******  ■ 参考 「葉緑体とミトコンドリアの起源」より ****  by Mutsu Nakanishi  

https://www.nhk.or.jp/kokokoza/tv/seibutsukiso/archive/resume007.html 

 

 シアノバクテリアは酸素の働きなしで、有機物を分解して、生命活動のエネルギーを得ていた。 

そして、大気に酸素が豊富にあるようになると酸素を使って、有機物を分解して 大きな生命活動の 

エネルギーを得る生物が現れ、それがますます繁栄して現在に至っている。 

一方、シアノバクテリアはその後、植物の中に入り込み、葉緑体となり、植物の生息域をひろげてゆく。 

35億年前のシアノバクテリアの進化した姿が 現在地球の全植物なのである。 

細胞内共生説というのだそうですが、 

「酸素をつかう細菌」が「酸素をつかわない生物の細胞」の中に入り込んで、一緒に生活するようにると、 

「酸素をつかう細菌」は酸素をつかって 酸素を使わない生物の作ったたんぱく質を分解して 

大きなエネルギーをつくり、そのエネルギーを「酸素をつかわない生物の細胞」に与える。 

「酸素をつかう細菌」から見ると「酸素をつかわない生物の細胞」に、エネルギーの素、タンパク質を 

つくってもらうようになる。 

このように、生物が別の生物を取り込んで共に生きる 細胞内共生のシステム が生まれる。 

●「酸素をつかわない生物の細胞」の内に入り込んだ「酸素をつかう細菌」が 現在のミトコンドリアになり、 

この細胞が動物細胞に進化したと考えられています。 

● 植物細胞の場合は、「ミトコンドリアをもった細胞」が、さらに光合成を行うシアノバクテリアを取り込み、 

このシアノバクテリアが 植物細胞の葉緑体になったと考えられています。 

なお、「鉄の地球」で 鉄イオンが、シアノバクテリアそのものの生命維持活動にかかわったという証拠は 

良く知らないが、鉄イオンがないと葉緑体が黄色に変色する原因と言われ、光合成が十分行えず、 

繁殖できなくなることが知られている。 

● 動物の血液中のヘモグロビンの作用  

● 植物の光合成をおこなう葉緑体にとっては不可欠である。 

   これらのことから、地球上のすべての生物にとっては「もし、地球に鉄がなければ・・・・」ということになる。 

また、この番組を見て、 南極のアンタ－セ－湖などをすぐにインタ-ネットで調べていて、 

このアンタ－セ－湖の解明の先駆者に日本の女性冒険家で、極地研の研究者である田邉優貴子さんを知りました。 

下記などに概要があり、本資料作りの参考・followにさせていただきました。 

■ 「南極の凍った湖に潜って 原始地球の生態系を追う」 田邉優貴子 極地研究所 

http://natgeo.nikkeibp.co.jp/atcl/web/15/423715/051300002/ 

   ■ フロンティア  田邊優貴子 著  南極の湖に広がる神秘の生態系をさぐる 

http://repository.tufs.ac.jp/bitstream/10108/84945/1/field-14_p28-29.pdf 

 

               2018.3.4. BS 南極 氷の下のタイムカプセルの番組を見て 

                              Mutsu Nakanishi 

https://www.nhk.or.jp/kokokoza/tv/seibutsukiso/archive/resume007.html
http://natgeo.nikkeibp.co.jp/atcl/web/15/423715/051300002/
http://www.google.co.jp/url?sa=t&rct=j&q=&esrc=s&source=web&cd=9&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwju_9yLjtXZAhWDKZQKHcJdBw8QFghOMAg&url=http%3A%2F%2Frepository.tufs.ac.jp%2Fbitstream%2F10108%2F84945%2F1%2Ffield-14_p28-29.pdf&usg=AOvVaw1xWB4-LPqe6ihbcDXrARcb
http://repository.tufs.ac.jp/bitstream/10108/84945/1/field-14_p28-29.pdf


◎ BS映像切り出し集 3５億年前のタイムカプセル 南極 アンタ-セ-湖 

南極 氷の下のタイムカプセル［BSプレミアム］2月24日（土）後9:00 より、 

    和鉄の道・Iron Road   :原始の地球の Iron Road  私の記録メモですので、ご配慮ください 

田邉優貴子さんのインターネット資料より、記録メモの作成参考・補足に使わせていただきました。 

■ 「南極の凍った湖に潜って 原始地球の生態系を追う」 田邉優貴子 極地研究所 

http://natgeo.nikkeibp.co.jp/atcl/web/15/423715/051300002/ 

 

   

 南極 ノボラザレフスカヤ基地や昭和基地の近く、35億年前のタイムカプセル「アンターセー湖」 

● 35億年前のタイムカプセル 南極「アンターセ-湖」へは 飛行機でノボラザレフスカヤ基地へ行き、 

そこから北へ約１２０キロほどの岩山地帯にあるアンターセ-湖へ 

 南極への航空路があるのにびっくりしました。  

南アフリカ ケープタウンから ロシアのノボラザレフスカヤ基地への航空路があるのを初めて知りました。 

ケープタウンから南極のノボラザレフスカヤ基地まで約6時間ちょっとだと 。 

南極行の航空路 田邊優貴子さんの「南極の凍った湖に潜って 原始地球の生態系を追う」より     

http://natgeo.nikkeibp.co.jp/atcl/web/15/423715/051300002/
https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E3%83%8E%E3%83%9C%E3%83%A9%E3%82%B6%E3%83%AC%E3%83%95%E3%82%B9%E3%82%AB%E3%83%A4%E5%9F%BA%E5%9C%B0&action=edit&redlink=1


   

   

   
ロシアのノボラザレフスカヤ基地の氷の滑走路に着陸 飛行場からピックアップトラックで Baseへノボラザレフスカヤ基地か? 

【参考】 ● DROMLAN（ドローニングモードランド航空網） インタ-ネットより 

東南極に基地を持つ11か国が民間空機をチャーターして2002年から運用。ALCIという民間航空会社が、IL-76ジェット機を 

11月から2月まで約11往復運行。ケープタウンからロシアのノボラザレフスカヤ基地付近の裸氷上滑走路に離着陸。 

ノボラザレフスカヤからはスキー付きバスラーターボ機などに乗り換えそれぞれの基地やフィールドに向かう。 

昭和基地の海氷上滑走路や大陸の雪上滑走路に毎年飛来。 

● ロシアのノボラザレフスカヤ基地の北約120キロの岩山群の中にある「アンタ-セ-湖」にベースキャンプ 

  湖底から採取したものをすぐ分析・検討できるよう機材を持ち込む 

 
 アンターセー湖の位置は開示されていないのでよくわからないが、ノボラザレフスカヤ基地の北約120キロの岩山群の中にあるという 

 

ノボラザレフスカヤ基地の北約120キロの岩山群の中にあるというアンタ－セ－湖へ向かう 

                                  



 ● アンタ-セ-湖岸に基地設営し、厚さ4mの氷にドリルで穴をあけて、湖底へ潜水する準備 

 

 
  ドリルで穴をあ け、湖水を組み上げ、再度湖に戻すことで、穴の壁を温め、穴を広げる。潜水穴を作るのも一苦労である 

● 湖底へ潜って、湖底の調査並びに湖底撮影開始 

 

 



● 35億年前のタイムカプセル アンターセー湖 湖底調査の映像 

  

 

 

湖底に林立するこぶはシアノバクテリアの集合体 こぶの表面には無数の1μ以下のひげが絡み合って上へ伸び、 

それに小さな酸素の泡がいくつもついている ほかには何も生物はいない。 潜水後の解析でより 

 
 また、こぶ状のシアノバクテリアの集合体のほか、湖底から小さな針状に伸びたものなど、いくつかのタイプのあることが分かったが、 

他の生物はおらず、35億年前のシアノバクテリアの生態系が維持されている。 

 氷に閉ざされた35億年前のシアノバクテリアの生態系が維持されている湖はほかにもあるが、発見された湖で状況は異なり、 

このアンタ－ゼ－湖はシアノバクテリアのみの世界が維持されている。(インターネットより) 



 

ひげのようなものの間に小さな気泡が見える  ここで酸素が生まれてる 

 

 

          シアノバクテリアが酸素を放出している  初めて見る映像です 

  ●アンタ-セ-湖の湖底に林立する「こぶ」と気泡の採取とその確認   

 

 

アンターセー湖の林立するコブはシアノバクテリアの集合体 ほかの姿を見せるシアノバクテリアもいるが、シアノバクテリアだけの世界 



 
● アンターセー湖底にシアノバクテリアが作りだした姿がオーストラリアの35億年前の化石にみえる 

 

   34億年前のストロマトライト(シアノバクテリアとそれが出す泥の集合体)の化石 そしてこぶ状の化石もみつかった 

    

 

  

   オ－ストラリア シャーク湾ではシアノバクテリアと自らが出す泥とが一緒に固まった 

ストロマライトが今も生きていて、表面ではその酸素を出している  

 
アンターセ湖の湖底のシアノバクテリア集合体の群立と 

ほぼ同じ姿で、ストロマトライト(シアノバクテリアと  

それが出す泥の集合体)の化石が見つかっている。 

 

 

 



● 光が非常にとどきにくい深いアンターセー湖の一番深い光が弱い水底 (約180m?)の無人潜水機調査 

光の届きにくい深い底でも、シアノバクテリアが光合成をして、酸素を放していることが、無人潜水機の映像と採取サンプル

から明らかになった。 茶色いシアノバクテリア分析器で緑色になった部分が光合成をしていると確認された部分である 

              

  

  ほとんど光が届かぬ深い湖底でもシアノバクテリアの光合成が行われている証拠。 

  ほんのわずかの光で、光合成をして生き延びられる。 

地球全凍結の危機をシアノバクテリアが乗り越えてきた証拠のひとつでもある。 

 

● 湖の表面や水中に浮くシアノバクテリアの集合体 光合成をしながら移動して その域を広げていった 

  

   

       水中を浮き上がってくるシアノバクテリアの集合体 酸素の泡を抱いているのが見える 

アンターセー湖の氷の表面にいくつも見られる湖底から浮き上がったシアノバクテリアの集合体 

自らが作った酸素の気泡を抱き、その浮力で水中を漂い、やがて、氷の中に取り込まれ、 

氷の表面に顔を出し、この南極各地に広がっていったのだろう。 



● シアノバクテリアが作ったオーストラリアの縞状鉄鉱床  かつては海底だった  

 

 
 

  ● まとめ 南極アンターセー湖に広がる35億年前 原始の地球 そっくり 

初めて酸素を作り、地球生物の大きな進化の歴史の基を作った原始生物シアノバクテリアの絶景 

  

微生物の原始の世界から、今私たちがいる現在の地球へ大きな進化の歴史をスタートさせたのが、 

酸素を作ったシアノバクテリアである。 

35億年前 原始微生物の世界の中で、光合成をおこない、酸素を生み出し、その後植物の中に入り込み 

葉緑体となったシアノバクテリア。現在の植物はシアノバクテリアが変化した姿である。 

一方 シアノバクテリアが生み出した豊富な酸素により、大きなエネルギーを得た動物の進化のスピードは 

急速となり、現在その頂点にいるのが私たち人間である。 

 

微生物の原始の世界から私たちが住む現在の地球へ 大きな進化の原点を作り出したのが、シアノバクテリア。 

その35億年前のシアノバクテリアの生態系の絶景が南極の厚い氷におおわれた湖「アンターセー湖」に広がって

いる。 

 

なお 写真はすべて［BSプレミアム］南極 氷の下のタイムカプセルの映像から切り出し、番組のストーリーが 

紹介できるように構成しましたが、番組ではよくわかる点も多々あり、インターネットで見つけたアンタ－セ－湖 

解明の先駆者に日本の女性冒険家で、極地研の研究者である田邉優貴子さんの 

「南極の凍った湖に潜って 原始地球の生態系を追う」のルポ記事を補足に使わせていただきました。 

http://natgeo.nikkeibp.co.jp/atcl/web/15/423715/051300002/ 

                            2018.3.10. 補足修正 by Mutsu Nakanishi 

http://natgeo.nikkeibp.co.jp/atcl/web/15/423715/051300002/
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     卑弥呼の時代を解き明かす?  淡路島  

弥生後期の大山間地集落群 淡路市舟木遺跡から弥生期の鉄製ヤスが出土 

海の民や北部九州とのつながりを示す ?   2018.3.23. 神戸新聞より 

 

本年 1月ご紹介した淡路島の北部津名丘陵 弥生後期の大山間地集落群の中心集落遺跡淡路市舟木遺跡から 

「かえし」があるなど弥生時代の北部九州の鉄器加工の先端化技術で作られた鉄製のヤスが出土した。 

 

国生み神話があり、国内最大級の弥生の鍛治工房村五斗長垣内遺跡の出土。そして、時代の大転換を示す多数の初期埋

納銅鐸松帆銅鐸の出土している淡路島。弥生時代から古墳時代への大きな転換期 卑弥呼の時代に「淡路島が重要な

役割を果たした」との期待がにわかに高まってきた。  

国づくりが始まる当時の最重要課題は朝鮮半島の鉄素材の確保とその交易の覇権。 

そんな中で、淡路島の北部津名丘陵には、各種生産工房を有し、交易を生業とすると考えられる淡路市「舟木遺跡」を中

心とする大山間地集落群の存在が明らかになってきた。  

新しい時代を開く集落群として注目を集め、淡路島の海岸部には野島や三原の海人とよばれる瀬戸内海を庭とする海

の民がいることもあって、「淡路島の交易ネットワークが卑弥呼の時代の謎を解き明かすのではないか?」との期待の元

にわかに脚光を浴びている。  

そんな昨今 淡路島の発掘調査に注目が集まる中、 3月23日淡路市舟木遺跡で弥生時代の「かえし」のある鉄製ヤス

が、出土し、北部九州から持ち込まれたと考えられるとの新聞報道が関西に大きく流れた。 

 

ことの評価はまだこれからであるが、下記注目点 

 ◆ 出土した鉄製「ヤス」には「かえし」があり、当時の北部九州の先端技術。北部九州から持ち込まれた。 

また、今回のかえしのある弥生期やすりの出土は近畿で初めてであるが、北部九州・山陰で出土例。 

 ◆ 淡路島の山間地集落群は生産工房があり、周辺との交易を生業とする。 

この中心舟木遺跡からの出土から、海岸ぶの「海の民」とのつながり・ネットワ－クが見えてくる。 

 これからも興味津々。 淡路島の大山間地集落群とその中心舟木遺跡です。 
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      神戸新聞 Next 2018. 3.23. 記事 書き写し  弥生期の鉄製ヤス出土 淡路で近畿発                 

 

     

参考1 : 【和鉄の道・Iron Road 】  淡路市舟木遺跡を中心とした弥生後期の大山間地集落群 

                  http://www.infokkkna.com/ironroad/2017htm/iron13/1702funaki00.htm 

      参考2  神戸新聞 Next 2018. 3.23.  弥生期の鉄製ヤス出土 淡路で近畿発 

 https://www.kobe-np.co.jp/news/sougou/201803/0011093126.shtml 

      参考3   神戸新聞Next  2018.3.3.  淡路で古代史シンポ 海人や国生み神話に新視点 

                  https://www.kobe-np.co.jp/news/sougou/201803/0011034677.shtml 

       

 

 

 

兵庫県淡路市舟木にある弥生時代の山間地集落遺跡「舟木遺跡」の発掘調査で、鉄製のヤスが見つかり、同市教育委

員会が２２日、発表した。弥生期の鉄製ヤスの出土は山陰地方や九州北部で例があるが、近畿では初めてという。 

標高約１５０メートルの山上にある同遺跡から漁具の鉄器が見つかったことで、同市教委は鉄器流通の背景に、海を

往来しながら生活していた「海の民」のネットワークがあったことを示す貴重な資料とみている。 

出土した鉄製ヤスは長さ１６・５センチ、幅は最大１・４センチ。全体が錆で覆われていたが、エックス線写真で分

析した結果、先端から約１・５センチ下方に「かえし」が見られた。ヤスや釣り針にかえしをつくるには高度な技術

が必要といい、鉄器製造が盛んだった九州などから持ち込まれた可能性がある。 

 

また、２０１６年度調査の出土品から、鉄製の釣り針も確認された。弥生期の釣り針の出土は、県内では会下山遺跡

（芦屋市）に次いで２例目という。 

弥生期の鉄製ヤスや釣り針は、山陰や九州北部で出土する例が多い。愛媛大東アジア古代鉄文化研究センターの村上

恭通センター長は「山陰は九州から鉄製漁具を受け入れ、漁民が鉄器の交易を促進した」と分析。今回の発見で、 

漁具が日本海側だけでなく「瀬戸内側を伝わって来た可能性もある」と指摘する。 

 

今回の調査で淡路市教委は、３次元レーザーを使って上空から同遺跡の測量も実施。地表面の起伏を詳細に分析した

結果、遺跡の範囲が従来より北に約３００メートルほど広がる可能性があることも分かった。 

調査成果の報告や出土遺物の展示は２５日午後１時半から、同市小倉の北淡震災記念公園セミナーハウスである。 

申し込み不要。同公園ＴＥＬ０７９９・８２・３４００ 

 

出土したヤス エックス線で撮影した画像には「かえし」があることが分かる（淡路市教委提供 。 

http://www.infokkkna.com/ironroad/2017htm/iron13/1702funaki00.htm
https://www.kobe-np.co.jp/news/sougou/201803/0011093126.shtml
https://www.kobe-np.co.jp/news/sougou/201803/0011034677.shtml
https://www.kobe-np.co.jp/news/sougou/201803/0011034677.shtml


    【情報】 和鉄の道・Iron road 『西播磨の鉄』レビュー 

        兵庫県立歴史博物館 ひようご歴史研究室編 

『ひょうご歴史研究室紀要』第３号 特集「播磨のたたら製鉄」刊行 

 

  

姫路にある兵庫県立歴史博物館では 2015年4月 兵庫県内の歴史研究のため、 

ひょうご歴史研究室が設置され、 

1.「播磨風土記」 2.赤松氏と山城 3.たたら製鉄 の3つをテーマに地域史の視点で、 

博物館内外の研究者や大学・地域研究諸団体の人々も加わり、総合研究が続けられている。 

この3月刊行された「ひょうご歴史研究室紀要」第3号にその研究成果の一端を示す特集 

「播磨のたたら製鉄」が刊行され、県内図書館棟で閲覧できると共にインターネトで、 

閲覧ダウンロードできましたのでご紹介。   

2018..6.1. by Mutsu Nakanishi 

岡山県吉備・美作と接する中国山地の東部、古代たたら製鉄神降臨の地伝承があり、「播磨風土記」に

は数多くの製鉄伝承が残る日本で いち早くたたら製鉄が始ったとされる地の一つでる。 

中国山地から流れ下る千種川・揖保川水系の谷筋には、古くから数多くのたたら跡が点在し、近世には

「千種鉄」「宍粟鉄」と全国的に隆盛した西播磨。  

数多くの伝承や古いたたら跡の痕跡は数多く残り、発掘調査や地域調査研究が進むにつれ、断片的には

解明された点も多い。しかし、西播磨でのたたら製鉄の始まりやたたら製鉄の具体的な様相 そして、

時代の流れに沿ってたたら製鉄そのものが変化してゆく中での人々の暮らしの変化など地域社会の全

変化をとらえる視点での解明が大きな課題。 

地域開発が急速に進行し、残された時代の痕跡が根こそぎどんどん消えてゆく中で、地域の暮らしが時

間をかけて変化してきた様子をしっかり見つめることが、次の地域発展の重要なヒントであり、また鍵
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となる。 これをないがしろにした開発失敗事例が実に多いのが、日本の現状。 

兵庫県立歴史博物館の取組はまさに新しい西播磨展開への大きな指針を与えるだろう。 

「古代から今に及ぶ西播磨のたたら製鉄と人々の暮らしが、 

他の地域の暮らしとどのように繋がり、今後どんな展開になるのか・・そんなことが知りたい」 

解明はまだこれからでしょうが、総合的に西播磨のたたら製鉄を考える視点で始まったたたら製鉄班の

研究の第一回総括の5編の論文に示されていますので、情報お知らせします。 

 なお、『ひょうご歴史研究室紀要』第３号 特集「播磨のたたら製鉄」に掲載された論文は 

 下記 インターネット 兵庫県立博物館のホームページから 閲覧・ダウンロードできます。 

  

 『ひょうご歴史研究室紀要』第３号 特集「播磨のたたら製鉄」  

  2018.3月 兵庫県立歴史博物館 ひょうご歴史研究室編    

2  

   ◎ 兵庫県立歴史博物館 ひようご歴史研究室 http://www.hyogo-c.ed.jp/~rekiken/ 

   研究論文なので、文字ばかりで、ちょっと読みにくいかもしれませんが、 

西播磨のたたら製鉄を総括的に知るにはうれしいレビューです。 

 

また、合わせて 和鉄の道・Iron road に掲載してきた西播磨のたたら製鉄関連遺跡や地域探訪記事 

を抜き出し、リストアップしました。  

              和鉄の道・Iron Road 西播磨の鉄(宍粟・佐用)概要レビュー 

西播磨のたたら跡幾

つかの探訪記と共に

四季折々の西播磨 

たたらの里の景色な

どの記事をリストア

ップしましたので、 

お暇なときにでもご

覧ください。 
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 和鉄の道・Iron Road 日本の源流・製鉄関連遺跡探訪リスト   by Mutsu Nakanishi 

和鉄の道・Iron Road  西播磨の鉄【宍粟・佐用】概要 レビュー    

和鉄の道・Iron Road に掲載してきた記事をまとめてリストアップし、そのうち4篇の概要記事を 

兵庫県西播磨県民局発行の案内冊子「たたらのふるさと」といっしょに掲載記録しました  

 

  

 

  

               和鉄の道・Iron Road  西播磨の鉄【宍粟・佐用】概要 レビュー 

 ◎ 「たたらのふるさと」 兵庫県西播磨県民局 発行 作成協力 宍粟鉄を保存する会・宍粟市・佐用町 

◎  和鉄の道・Iron Road 掲載  西播磨の鉄【宍粟・佐用】主要記事 by Mutsu Nakanishi  

◆  和鉄の道・Iron Road 掲載  西播磨の鉄【宍粟・佐用】主要記事リスト ◆ 

1.   和鉄のふるさと「千種・岩鍋」2001. 1月掲載 

古代たたら製鉄神 金屋子神降臨伝承地「千種岩鍋」& 近世 千種鉄の中心 千種天児屋鉄山遺跡 

      2.   播磨風土記 古代製たたら製鉄の中心地 「讃容(佐用)の里」Walk     2003. 11月掲載 

播磨風土記に掲載された西播磨 佐用の古代たたら製鉄の中心 佐用町大撫山周辺 

    3.   播磨風土記御方里(三方)周辺 平安時代末期の安積山製鉄遺跡探訪 宍粟郡一ノ宮町 2004.  2月掲載 

      千種とならぶ西播磨 宍粟の古代たたら製鉄の中心地 

      4.   大阪の鉄商 泉屋が経営した千種岩野辺(岩鍋) 近世の荒尾山鉄山遺跡を訪ねる    2016．8月掲載 

近世の千種鉄の中心生産地 千種天児屋鉄山とならぶ中心の製鉄遺跡 

 



和鉄の道・Iron Road 宍粟・佐用の鉄 関連 掲載記事 URL: アクセスリスト  

1. たたらの話 あれこれ〔たたら製鉄概説〕 - 風来坊 和鉄の道を訪ねて –              2010.1月  

http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/10iron01.pdf 

● Iron road  たたらの源流       ● 日本独自の直接製鉄法 たたら製鉄 

● たたらの語源 & 関連の言葉や地名     ● 奥出雲・播磨 たたら「金屋子神」の伝承 

● 日本各地に残る和鉄の道 風景リスト  ● 東アジア 鉄の歴史年表 中国・朝 2010.1.鮮・日本 

  2.  古代鉄の大王国 播磨国 ｢千種鉄｣  古代製鉄神 金屋子神 降臨伝承の地「岩鍋」       2001.1月     

         http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/jstlbb01.pdf 

  3.  播磨国 風土記  和鉄の道【1】   

        古代製鉄の一大生産地「讃容の里」Walk  西播磨 佐用町 大撫山製鉄遺跡を訪ねて    2003.11月 

http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/4iron01.pdf 

 4.  播磨国 風土記  和鉄の道【2】   

        「御方里」周辺  安積山製鉄遺跡(平安末期の遺跡)探訪 一宮町                       2004..2月 

        http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/4iron07.pdf  

 5. 播磨国風土記 和鉄の道【3】     

産鉄の地 「御方里」の 里を訪ねて 一宮町  

http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/4iron10.pdf           2004. 6月 

 6. たたら製鉄の原料 砂鉄採取の地形が残る西播磨 砥峰高原                2007.10月 

     初秋の 西播磨の山郷  一面ススキが覆いつくす 砥峰高原 

http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/7iron18.pdf 

 7.  奥播磨 かつてのたたらの郷に「ジキタリス」の花園を訪ねる             2009.6月 

    奥黒尾山西北山麓 宍粟市山崎町野々隅原 大国牧場 花のWalk  

    http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/9iron07.pdf 

 8.  奥播磨 千種川に注ぐ恋文川源流                         2010.7月  

 .   たたらの郷 宍粟市山崎町小茅野（こがいの）集落を訪ねる 

    http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/10iron08.pdf 

9. 千種川流域に咲くひまわり畑と製鉄神「天目一筒神」を祭る「天一神社」を訪ねる     2012.8.月 

 ひまわりの夏2012  古代たたらの郷 佐用 西播磨佐用町（旧南光町）林崎 

    http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/12iron06.pdf 

10.  久しぶりに西播磨 古代からの製鉄の地「宍粟市千種」を訪ねる」          2013.7月 

     千種天児屋たたら跡・岩鍋古代製鉄発祥の地伝承の碑を訪ねる  

     1. 江戸時代初期から明治まで操業の千種 西河内 天児屋鉄山跡再訪 学習館併設のたたら公園 

     2. 今ユリの花満開のちぐさ高原の「ユリ園」に立ち寄る 

     3. 千種川水系家千種から東の揖保川水系へ 山越ルート国道４２９号線   

              宍粟の製鉄地帯の中心部  岩鍋の古代製鉄発祥の地碑を見て 波賀・一宮町から山崎へ 

http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/13iron10.pdf 

11.   雨に先駆けて山麓の湿地に ひっそり咲くビンクの花 クリンソウ           2015.5.月 

    千種 天児屋たたら跡に咲くクリンソウを訪ねる   

    http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/15iron08.pdf 

12.  奥播磨千種 古代の製鉄神金屋子神降臨の伝承地 千種岩野辺(岩鍋)                  2016.8.月  

 近世の製鉄遺跡 大坂泉屋が経営した荒尾山鉄山遺跡を訪ねる 

     1.  山崎と千種・佐用の境切窓峠を越えて 佐用下三河から千種川を遡って千種へ 

2. 千種から西へ国道429号 岩野辺川に沿う谷筋を岩野辺荒尾 荒尾山鉄山遺跡へ 

3. 荒尾山鉄山製鉄遺跡 荒尾山山中のたたら跡を歩く 

 4. 国道２９号線がトンネルで抜ける鳥ケ乢 旧４２９号で山を登り 鳥ヶ乢の「峠」へ 

http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/16iron09.pdf 

13.   奥播磨の中国山地から古代たたらの郷を流れ出た千種川の河口 赤穂 】             2017.8.月 

兵庫100名山 赤穂市「黒鉄山」と赤穂千種川河口walk－千種川 砂鉄の痕跡を探して  -  

http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/17iron06.pdf  

【番外】■「初期大和王権の成立に大きな役割を演じた西播磨」  

西播磨で古墳時代後期末の鍛冶炉跡が出土有年 牟礼・井田遺跡を訪ねる     2011.3月 

http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/11iron02.pdf 

【番外】■ 和鉄の道 【3】口絵 2003 たたら製鉄が地域 の自然や文化に与えた影響  2004.1月 

  赤穂に塩田を作りだした播磨北部のたたら製鉄より 

     http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/ir3kc04.pdf 
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和鉄の道・Iron Road  西播磨の鉄【宍粟・佐用】概要レビュー   2018.5.5. 

      和鉄の道・Iron Road に掲載してきた記事をまとめてリストアップし、 

そのうち4篇の概要記事を兵庫県西播磨県民局発行の案内冊子「たたらのふるさと」といっしょに掲載記録しました  

 

   

 

      ◎ 「たたらのふるさと」 兵庫県西播磨県民局 発行 作成協力 宍粟鉄を保存する会・宍粟市・佐用町 

◎ 和鉄の道・Iron Road 掲載  西播磨の鉄【宍粟・佐用】主要記事 by Mutsu Nakanishi  

◆  和鉄の道・Iron Road 掲載  西播磨の鉄【宍粟・佐用】主要記事リスト ◆ 

                   1.   和鉄のふるさと「千種・岩鍋」                            2001. 1月掲載 

古代たたら製鉄神 金屋子神降臨伝承地「千種岩鍋」& 近世 千種鉄の中心 千種天児屋鉄山遺跡 

                   2.   播磨風土記 古代製たたら製鉄の中心地 「讃容(佐用)の里」Walk             2003. 11月掲載 

播磨風土記に掲載された西播磨 佐用の古代たたら製鉄の中心 佐用町大撫山周辺 

          3.   播磨風土記御方里(三方)周辺 平安時代末期の安積山製鉄遺跡探訪 宍粟郡一ノ宮町    2004.  2月掲載 

              千種とならぶ西播磨 宍粟の古代たたら製鉄の中心地 

                   4.   大阪の鉄商 泉屋が経営した千種岩野辺(岩鍋) 近世の荒尾山鉄山遺跡を訪ねる       2016．8月掲載 

  近世の千種鉄の中心生産地 千種天児屋鉄山とならぶ中心の製鉄遺跡 

  

        

                                            2018.5.5. Mutsu Nakanishi 作成 



和鉄の道・Iron Road 掲載  西播磨の鉄【宍粟・佐用】主要記事 リスト by Mutsu Nakanishi  

1. たたらの話 あれこれ〔たたら製鉄概説〕- 風来坊 和鉄の道を訪ねて –  2010.1月               

http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/10iron01.pdf 

● Iron road  たたらの源流     ● 日本独自の直接製鉄法 たたら製鉄 

● たたらの語源 & 関連の言葉や地名    ● 奥出雲・播磨 たたら「金屋子神」の伝承 

● 日本各地に残る和鉄の道風景リスト   ● 東アジア 鉄の歴史年表 中国・朝鮮・日本 

  2.  古代鉄の大王国 播磨国 ｢千種鉄｣ 古代製鉄神 金屋子神 降臨伝承の地「岩鍋」 2001.1月            

        http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/jstlbb01.pdf 

  3.  播磨国 風土記  和鉄の道【1】  2003.11月 

        古代製鉄の一大生産地「讃容の里」Walk  西播磨 佐用町 大撫山製鉄遺跡を訪ねて       

http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/4iron01.pdf 

 4. 播磨国 風土記  和鉄の道【2】  2004..2月 

        「御方里」周辺  安積山製鉄遺跡(平安末期の遺跡)探訪 一宮町                                 

http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/4iron07.pdf  

 5. 播磨国風土記 和鉄の道【3】                     2004. 6月 

産鉄の地 「御方里」の 里を訪ねて 一宮町  

http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/4iron10.pdf       

 6. たたら製鉄の原料 砂鉄採取の地形が残る西播磨 砥峰原       2007.10月 

     初秋の 西播磨の山郷  一面ススキが覆いつくす 砥峰高原 

http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/7iron18.pdf 

 7.  奥播磨 かつてのたたらの郷に「ジキタリス」の花園を訪ねる     2009.6月              

    奥黒尾山西北山麓 宍粟市山崎町野々隅原 大国牧場 花のWalk  

    http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/9iron07.pdf 

 8.  奥播磨 千種川に注ぐ恋文川源流  2010.7月  

たたらの郷 宍粟市山崎町小茅野（こがいの）集落を訪ねる 

    http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/10iron08.pdf 

9. 千種川流域のひまわり畑 と 製鉄神 天目一筒神の「天一神社」を訪ねる  2012.8.月 

 ひまわりの夏2012  古代たたらの郷 佐用 西播磨佐用町（旧南光町）林崎 

    http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/12iron06.pdf 

 

 

10.  久しぶりに西播磨 古代からの製鉄の地「宍粟市千種」を訪ねる」 2013.7月            

     千種天児屋たたら跡・岩鍋古代製鉄発祥の地伝承の碑を訪ねる  

    1. 江戸時代初期から明治まで操業の千種 西河内 天児屋鉄山跡再訪  

   2. 今ユリの花満開のちぐさ高原の「ユリ園」に立ち寄る 

   3. 千種川水系家千種から東の揖保川水系へ 山越ルート国道４２９号線   

         宍粟の製鉄地帯の中心部  岩鍋の古代製鉄発祥の地碑  波賀・一宮町から山崎へ 

http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/13iron10.pdf 

11.   雨に先駆けて山麓の湿地に ひっそり咲くビンクの花 クリンソウ         2015.5.月 

    千種 天児屋たたら跡に咲くクリンソウを訪ねる   

    http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/15iron08.pdf 

12.  奥播磨千種 古代の製鉄神金屋子神降臨の伝承地 千種岩野辺(岩鍋)         2016.8.月 

 近世の製鉄遺跡 大坂泉屋が経営した荒尾山鉄山遺跡を訪ねる 

    1. 山崎と千種・佐用の境切窓峠を越えて 佐用下三河から千種川を遡って千種へ 

2. 千種から西へ国道429号 岩野辺川に沿う谷筋を岩野辺荒尾 荒尾山鉄山遺跡へ 

3. 荒尾山鉄山製鉄遺跡 荒尾山山中のたたら跡を歩く 

4. 国道２９号線がトンネルで抜ける鳥ケ乢 旧４２９号で山を登り 鳥ヶ乢の「峠」へ 

http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/16iron09.pdf 

13.   【風来坊・Country Walk】 毎年春になると待ちかねて 出かける播州路         2017.4.12. 

             2017春 たたらの郷 西播磨佐用へ 原チャリで駆ける  

        2.1. 古代たたらの里の一本桜 漆野 光福寺の大糸桜 

             http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/walk/17walk06.pdf 

14.   奥播磨の中国山地から古代たたらの郷を流れ出た千種川の河口 赤穂 】     2017.8.月 

兵庫100名山 赤穂市「黒鉄山」と赤穂千種川河口walk－千種川 砂鉄の痕跡を探して  -  

http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/17iron06.pdf  

【番外】■「初期大和王権の成立に大きな役割を演じた西播磨」  

西播磨で古墳時代後期末の鍛冶炉跡が出土有年 牟礼・井田遺跡を訪ねる  2011.3月 

【番外】■ 和鉄の道 【3】口絵 2003 たたら製鉄が地域 の自然や文化に与えた影響        

  赤穂に塩田を作りだした播磨北部のたたら製鉄より 

     http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/ir3kc04.pdf 

 
上記リストのほか、毎年四季折々の風景を訪ねて西播磨を訪問した記事 西播磨たたらの里の四季の掲載記事が多数「風来坊Country walk」に掲載しています 
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http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/walk/17walk06.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/17iron06.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/ir3kc04.pdf
中西睦夫
四角形

中西睦夫
四角形

中西睦夫
直線

中西睦夫
直線



中西睦夫
スタンプ

















 

 

 

 

 

 



国道沿い千種岩野辺に建つ 

金屋子神 降臨の碑 

兵
庫
県 

岡
山
県 

中西睦夫
テキスト ボックス
西播磨のむ


中西睦夫
四角形

中西睦夫
四角形

中西睦夫
四角形

中西睦夫
テキスト ボックス
和鉄の道・Iron Road   西播磨の鉄【宍粟 千種】
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  金屋子神 千種岩鍋 降臨の伝承 



 

金屋子神 降臨の伝承の地 千種岩鍋 



 

 





  

1. 金屋子神話 と「たたら」製鉄図 

 

   

  

 

. 金屋子神 降臨伝承の地「千種 岩野辺」の製鉄遺跡 
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      3.  「たたら」製鉄に関係する苗字例 

 

 

 

   

    4. 千種川の流れと砂鉄      

   

   
 

 5,   千種 天児屋鉄山遺跡  
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和鉄の道・Iron Road 掲載  西播磨の鉄【宍粟・佐用】主要記事 リスト by Mutsu Nakanishi  

1. たたらの話 あれこれ〔たたら製鉄概説〕- 風来坊 和鉄の道を訪ねて –  2010.1月               

http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/10iron01.pdf 

● Iron road  たたらの源流     ● 日本独自の直接製鉄法 たたら製鉄 

● たたらの語源 & 関連の言葉や地名    ● 奥出雲・播磨 たたら「金屋子神」の伝承 

● 日本各地に残る和鉄の道風景リスト   ● 東アジア 鉄の歴史年表 中国・朝鮮・日本 

  2.  古代鉄の大王国 播磨国 ｢千種鉄｣ 古代製鉄神 金屋子神 降臨伝承の地「岩鍋」 2001.1月            

        http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/jstlbb01.pdf 

  3.  播磨国 風土記  和鉄の道【1】  2003.11月 

        古代製鉄の一大生産地「讃容の里」Walk  西播磨 佐用町 大撫山製鉄遺跡を訪ねて       

http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/4iron01.pdf 

 4. 播磨国 風土記  和鉄の道【2】  2004..2月 

        「御方里」周辺  安積山製鉄遺跡(平安末期の遺跡)探訪 一宮町                                 

http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/4iron07.pdf  

 5. 播磨国風土記 和鉄の道【3】                     2004. 6月 

産鉄の地 「御方里」の 里を訪ねて 一宮町  

http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/4iron10.pdf       

 6. たたら製鉄の原料 砂鉄採取の地形が残る西播磨 砥峰原       2007.10月 

     初秋の 西播磨の山郷  一面ススキが覆いつくす 砥峰高原 

http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/7iron18.pdf 

 7.  奥播磨 かつてのたたらの郷に「ジキタリス」の花園を訪ねる     2009.6月              

    奥黒尾山西北山麓 宍粟市山崎町野々隅原 大国牧場 花のWalk  

    http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/9iron07.pdf 

 8.  奥播磨 千種川に注ぐ恋文川源流  2010.7月  

たたらの郷 宍粟市山崎町小茅野（こがいの）集落を訪ねる 

    http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/10iron08.pdf 

9. 千種川流域のひまわり畑 と 製鉄神 天目一筒神の「天一神社」を訪ねる  2012.8.月 

 ひまわりの夏2012  古代たたらの郷 佐用 西播磨佐用町（旧南光町）林崎 

    http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/12iron06.pdf 

 

 

10.  久しぶりに西播磨 古代からの製鉄の地「宍粟市千種」を訪ねる」 2013.7月            

     千種天児屋たたら跡・岩鍋古代製鉄発祥の地伝承の碑を訪ねる  

    1. 江戸時代初期から明治まで操業の千種 西河内 天児屋鉄山跡再訪  

   2. 今ユリの花満開のちぐさ高原の「ユリ園」に立ち寄る 

   3. 千種川水系家千種から東の揖保川水系へ 山越ルート国道４２９号線   

         宍粟の製鉄地帯の中心部  岩鍋の古代製鉄発祥の地碑  波賀・一宮町から山崎へ 

http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/13iron10.pdf 

11.   雨に先駆けて山麓の湿地に ひっそり咲くビンクの花 クリンソウ         2015.5.月 

    千種 天児屋たたら跡に咲くクリンソウを訪ねる   

    http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/15iron08.pdf 

12.  奥播磨千種 古代の製鉄神金屋子神降臨の伝承地 千種岩野辺(岩鍋)         2016.8.月 

 近世の製鉄遺跡 大坂泉屋が経営した荒尾山鉄山遺跡を訪ねる 

    1. 山崎と千種・佐用の境切窓峠を越えて 佐用下三河から千種川を遡って千種へ 

2. 千種から西へ国道429号 岩野辺川に沿う谷筋を岩野辺荒尾 荒尾山鉄山遺跡へ 

3. 荒尾山鉄山製鉄遺跡 荒尾山山中のたたら跡を歩く 

4. 国道２９号線がトンネルで抜ける鳥ケ乢 旧４２９号で山を登り 鳥ヶ乢の「峠」へ 

http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/16iron09.pdf 

13.   【風来坊・Country Walk】 毎年春になると待ちかねて 出かける播州路         2017.4.12. 

             2017春 たたらの郷 西播磨佐用へ 原チャリで駆ける  

        2.1. 古代たたらの里の一本桜 漆野 光福寺の大糸桜 

             http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/walk/17walk06.pdf 

14.   奥播磨の中国山地から古代たたらの郷を流れ出た千種川の河口 赤穂 】     2017.8.月 

兵庫100名山 赤穂市「黒鉄山」と赤穂千種川河口walk－千種川 砂鉄の痕跡を探して  -  

http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/17iron06.pdf  

【番外】■「初期大和王権の成立に大きな役割を演じた西播磨」  

西播磨で古墳時代後期末の鍛冶炉跡が出土有年 牟礼・井田遺跡を訪ねる  2011.3月 

【番外】■ 和鉄の道 【3】口絵 2003 たたら製鉄が地域 の自然や文化に与えた影響        

  赤穂に塩田を作りだした播磨北部のたたら製鉄より 

     http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/ir3kc04.pdf 

 
上記リストのほか、毎年四季折々の風景を訪ねて西播磨を訪問した記事 西播磨たたらの里の四季の掲載記事が多数「風来坊Country walk」に掲載しています 
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http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/jstlbb01.pdf
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滋賀県湖北 伊吹山山麓 近江国旧坂田郡 長浜市西黒田に残る金太郎伝承 

   

坂田金時 金太郎さんは 古代の鍛集団・鉄の古代豪族 息長氏の子供だという 

それで 赤い顔して 金印の腹当てをして鉞をかつぐのだという  

初めて知る 息長氏の本拠地・長浜に伝わる金太郎の古代鉄との治つながり伝承  

 
坂田金時といえば「相模の国 足柄山の金太郎さん 熊にまたがり、お馬の稽古。成人して、大江山の

酒呑童子を退治をした源頼光の四天王の一人に」と童謡・絵本通りに信じていましたが、 

先日TVを見ていたら、「坂田金時」は滋賀県長浜の出身で、鍛冶集団の息子として誕生したという。 

長浜は滋賀県坂田郡 そして近くには足柄山もあるといい、童謡・絵本に登場する「赤い顔して金印の

腹当てをして、鉞をかつぐ姿」。それは鍛治集団の象徴なのだという。 

そういえば湖北はたたら製鉄の先進地であり、古代の豪族で北陸の継体天皇を擁立した鍛治集団息長氏

の本拠地でもある。そして、背後にそびえる伊吹山にも数々のたたら伝承が残る。 

そうだったのか・・・・ 金太郎さんは古代の鉄鍛治伝承の一つとの見方もあるのか・・・・と。 

 

坂田金時にはこの相模や近江のほか日本各地に種々異説があり、湖北長浜の伝承もその一つ。 

伝承の残る長浜西黒田地区では、この坂田金時の伝承を街にしっかり残そうと、 

町興しが推進されているという。 

「たたらの伊吹山」と言いながら、なかなか近江側の伊吹山とたたら製鉄が結びつかなかっのですが、 

こんなにすぐ近く長浜の街にたたらでんしょうのひとつとして金太郎伝承が残っているとは知りま

せんでした。 

ぜひ、今年は伊吹山に登りがてら、金太郎伝承の長浜西黒田の街を歩いてみようと・・・ 

金太郎伝承の里 

長浜市西黒田地区 

https://www.google.co.jp/url?sa=i&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwiRovqAnqrbAhXFUrwKHXFSDKgQjRx6BAgBEAU&url=http%3A%2F%2Fd.hatena.ne.jp%2Fshinju-oonuki%2F20130110&psig=AOvVaw2wRIkAM6Lz7WLaHbVS_YQQ&ust=1527659673158736
https://www.google.co.jp/url?sa=i&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwjd6dq8n6rbAhUKVLwKHXCEDV0QjRx6BAgBEAU&url=https%3A%2F%2Fwww.ehonnavi.net%2Fehon%2F26684%2F%25E6%2597%25A5%25E6%259C%25AC%25E5%2590%258D%25E4%25BD%259C%25E3%2581%258A%25E3%2581%25AF%25E3%2581%25AA%25E3%2581%2597%25E7%25B5%25B5%25E6%259C%25AC%25E3%2581%258D%25E3%2582%2593%25E3%2581%259F%25E3%2582%258D%25E3%2581%2586%2F&psig=AOvVaw1DohG4PCREWKR9es2iRD9w&ust=1527660083767525
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 近江の不思議 ”金太郎”こと坂田金時は、旧坂田郡の人だった？  

https://www.keibun.co.jp/saveimg/mizuumi/0000000026/pdf_sub_208_20150925103446.pdf 

滋賀銀行 季刊文化情報誌「湖」 /2015秋号  2015.9.25. より 

 

 

https://www.keibun.co.jp/saveimg/mizuumi/0000000026/pdf_sub_208_20150925103446.pdf


 



 





 



   http://nishikuroda.sakura.ne.jp/ 

        長浜市西黒田 街づくりセンター ホームページ 

また、 長浜市西黒田のホームページにも 下記のように金太郎伝承が掲載されている。 

 
 

金太郎は、平安時代中期の摂関政治全盛時代、天暦

9(955)年に近江国坂田郡布勢郷に生まれました。 

たいへん大きな赤ん坊でした。 

金太郎の親は、明らかではありませんが、当時この地に勢

力のあった息長氏の一族として生まれたのです。 

息長氏は、天皇家や新羅の王子「天日槍」とも血縁関係に

ある由緒正しい一族であることから、金太郎は、小一条の

諸頭山のふもとにある「うばがふところ」で乳母によって

育てられました。 その後、金太郎は西黒田の里山を駆け

回るいきいきとした少年へと育ちました。 

金太郎は、舟崎の鯉ヶ池で鯉に乗ったり、常喜の熊岡や足

柄山で熊と相撲を取ったり、横山一帯では動物たちとかけ

っこをしたりして遊ぶ、元気で明るい子どもでした。 

また、足柄神社の奉納相撲にも出向き見事な力を発揮して

いました。 そして、金太郎は少年時代、遊ぶだけでなく、

付近の菅原道真ゆかりの名超寺、富施寺などで、学問にも

励んでいました。 

まさに文武両道の優等生だったのです。  

 

青年となった金太郎は、地元の鍛冶屋で働き始めます。 

当時この地は、製鉄業が盛んだったのです。 

そして、このころから、広く知られるようになった金太郎

の格好になっていったのです。 

その格好とは「金の文字の描いた腹掛け」、「赤い肌」、「まさかり」です。 

http://nishikuroda.sakura.ne.jp/


腹掛けは、製鉄作業の際、ふりかかる火の粉を防ぐため

に着用し、金の文字は「かね(鉄)」を表します。赤い肌

は、製鉄作業時の強い火力で熱せられて生じました。 

まさかりは、製鉄作業に使用する木材を伐採するために

持っていたのです。 

金太郎は、一生懸命働き、その名声は日に日に高まって

いきました。そして、金太郎自身は、息長家の一族とし

て、たくさんの苦しんでいる人々のため、役に立つ仕事

がしたいと思うようになっていたのです。  

それから数年が過ぎ、20歳となった金太郎に転機が訪

れます。天延4(976)年、旧暦 3 月 21 日、上総守の

任期を終え、黒田海道を上京中の源頼光が足柄山にさし

かかったとき、頼光はこの地にただならぬ気配を感じ、誰か素晴らしい人傑がいるに違いないと思いました。 

そして、かねてから頼光は伊吹山の山賊を退治するため、このあたりの地理に明るい若武者を家来にしたいと思

っていたこともあり、家来の渡辺綱に人材を捜させました。 

そのとき目にとまったのが、金太郎だったのです。 

頼光は、金太郎の非凡なる形相を認め、金太郎に名前などを尋ねました。金太郎は「息長の一族で、名前は金太

郎。」と答えました。頼光はさすがにと思い、家来にならないかと言いました。金太郎もかねてから、世の中の人々

のために役立つ仕事をしたいと思っていたこともあって、頼光の家来となることを決心しました。  

上京後、金太郎は名を坂田金時と改め、頼光のもと様々な手柄をたてました。 

そして、正暦 5(994)年、ついに金太郎が住んでいた村の人々を苦しめている、伊吹山の山賊を退治することに

なります。金太郎は、地理に明るいこともあって、一番乗りの大手柄を立て、地元に凱旋しました。 

地元の人々は、さすが金太郎だと口々に言いました。 

そうして、金太郎は、渡辺綱、卜部季武、碓井貞光とともに、頼光の四天王と称されるまでになったのです。  

そして、この地では、金太郎をたくましくて優しい子どもの理想像として掲げ、現在まで尊敬をしているのです。 

 
            

金太郎伝承の残る

長浜市西黒田地区 



この西黒田地区は、元々、近江国坂田郡近江坂田の地名から、坂田金時へ 

近江の琵琶湖周辺は南も北も古代製鉄の先進地でありたたら製鉄関連地が数多くあり、 

湖北にそびえる伊吹山もたたら関連地名であると知っていましたが、伊吹山の南西山麓に当たるこの長浜周辺と

たたら製鉄とのかかわりについてはよく知りませんでした。まさか息長氏から金太郎でつながるとは・・・・・と。 

長浜から東へ 関が原を超えた伊吹山の東側山麓には鉄鉱石を算出する金生山 そして鍛治神金山彦を祭神とする 

南宮大社とその北側 井吹の里は鉄に関係した渡来人伊福氏の本拠地である。 

また、伊吹山の北にある琵琶湖北岸のマキノ・木之元から金糞岳周辺に至る山郷は鉄鉱石を産し、古代の古橋製鉄遺跡 

などもある。琵琶湖の南岸 瀬田丘陵 西岸の比良蓮舫の山裾もまた古代からの製鉄遅滞である。 

もうずいぶん足を入れていない湖北・伊吹山 今年は是非歩かねば・・・・・・・と思っています。 

長浜に鉄鍛治の子供として育った金太郎の伝承があると聞いて、インターネットを調べて 本資料作成しました。 

                        2018.6.1.  by Mutsu Nakanishi 

 

 

【 参考 和鉄の道・Iron Road  by Mutsu Nakanishi 】 

1.  鍛冶屋の祭り 「鞴祭り・ふいごまつり」  2004.11.8.  

         兵庫県三木市金物神社・岐阜県垂井町南宮大社ふいご祭り   

http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/4iron14.pdf 

2.  瀬田丘陵 の源内峠製鉄遺跡・野路小野山遺跡を訪ねて   

         大型量産製鉄炉を確立し、 古代官営大製鉄コンビナートに発展させた近江の製鉄技術 

http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/7iron03.pdf 

  3. 日本各地に残る和鉄の道・iron road の風景 

http://www.infokkkna.com/ironroad/tatara/tatara05.pdf 

4.「和鉄の道・Iron Road」から見た日本誕生前夜の北近江・若狭 

www.infokkkna.com/ironroad/2011htm/2011iron/11iron17.pdf 

金太郎伝承の残る

長浜市西黒田地区 

http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/4iron14.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/7iron03.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/tatara/tatara05.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/2011htm/2011iron/11iron17.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/2011htm/2011iron/11iron17.pdf


「国生み神話の島淡路島」から「国生みの島 淡路島」へ  

弥生時代後期 淡路島北部中央津名丘陵に 鉄器加工・製塩などの生産工房を有する山間地集落群が出現 

淡路島の海人たちが 畿内・ヤマトに 先駆けて先進的な鉄器文化持ち込み、日本の国造りに貢献した . 

津名丘陵の山間地集落群の中心「舟木遺跡」現地探訪  2018.8.29. 

  

    

淡路島の実像に興味津  々 特に淡路島の海人の里や淡路島の山間地集落群の展開された津名丘陵。  

その山間地とはどんな場所なんだろうか? 舟木遺跡の現地も確かめたい。  

やっぱり現地を歩かねばと気になりながらも遅れていた淡路島の北西部   

野島海岸・津名丘陵の舟木遺跡周辺を訪ねました。 

 

国生み神話の淡路島が 卑弥呼の時代から古墳時代の日本の国造り謎を解き明かす?  

卑弥呼・大和連合諸国の流通・半島交易の拠点が淡路島に? 国生み神話が現実に 
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「国生みの島 淡路島」 記紀神話は国生み神話の最初に淡路島を挙げる。  

また 淡路島北部の津名丘陵周辺からは、弥生中期から後期にかけての大規模な鍛冶工房跡である「五斗長垣内遺跡」。

さらに瀬戸内を見晴らす津名丘陵の上には 舟木遺跡を中心とする鉄器加工や製塩・干イイダコなど の生産工房を持つ

山間地集落群が展開していたことが、明らかになってきた。  

一方、淡路島南部の三原平野からは弥生時代の終焉を告げると言われる大量の埋納銅鐸（松帆銅鐸）が出土した。  

朝鮮半島の鉄素材の確保と流通支配が最も重要 だった日本の国造り（国生み）の時代を読み解く重要な発掘が「国生み

の島、淡路島」で相次いでいる。 

 国生み神話はあったものの、ほとんど注目されてこなかった淡路島ですが、  

「卑弥呼の時代から初期ヤマト王権への転換を読み解く鍵を握っている」と今にわかに淡路島に注目が集まっている。 

 
多くの人たちの目は「国生み神話」や「卑弥呼と初期大和ヤマト王権」や「松帆銅鐸」に向いているが、これらの事象

が生まれた淡路島の実像をもっと具体的に知りたい。 

津名丘陵の山間地に展開された鉄器加工や製塩など生産工房村群とその中心舟木遺跡は淡路島の海人たちの 

生業・交易をうかがわせ、今 淡路島の海人たちの役割を大きくクローズアップするとともに、 

淡路島で出土した鉄器工房の実像にも新たな光をあてる。 

この時代  鉄素材を中心とした半島交易は 卑弥呼の邪馬台国・大和王権の生命線 

「淡路島での鉄器加工や製塩・特産品の生産工房 そして航海術に優れた海人たち」 

半島交易の中心的な担い手が「淡路島並びに淡路島の海人たち」との構図が注目される。 

まさに 「国生み神話の島から 国生みの島」へ 淡路島の姿が変貌する。  

文字記録のない謎に包まれてきた卑弥呼・初期大和王権の時代、まだ 鉄素材を製造できぬ日本の国造り  

具体的な実像がよくわからぬ鉄の時代の謎解きのkeyが淡路島にあるかもしれぬ。 

現地をしっかり歩かねば・・・・・。  

是非歩きたいと思いながら行けなかった舟木遺跡へ 

中央を南北に津名丘陵が走る淡路島北部 西に瀬戸内の海が広がる野島海人の郷 野島海岸から東に見上げる 

津名丘陵の山間地 舟木集落遺跡。好奇心と興味を頭にいっぱい詰めて訪ねることに。 
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 ◎ 津名丘陵が走る淡路島西北海岸には「野島」と頭につく郷が転々と続き、 古代航海術にたけた 

「野島海人」の里という。また、淡路島南部にも三原の海人がいたと聞く。 

      航海術にたけ、朝鮮半島・日本各地と交易する淡路の海人たちの初期ヤマトとの密接な関係が 

「記紀」に記載されている。 

瀬戸内から朝鮮半島へ航路をつないだこの海人たちの活躍が畿内へ鉄器や製塩他の先進技術・文化をもた 

らし、暮らしを変えていったに違いない。 

         （ 淡路島の「国生み神話」の原型も海人たちの伝承を初期大和王権が取り込んだとの説もある。 ） 

 ◎ 背後の丘陵には 海人と密接な関係を示す鉄製漁具などの鉄器加工・製塩・干イイダコなど生産工房を 

営む山間地集落群が出現する。その中心が野島海岸背後丘陵の頂上部に出現した舟木集落遺跡である。 

        生産工房の先進技術・文化は淡路の海人たちが、畿内に先立って持ち込んだのではないか? 

「舟木遺跡を中心とした山間地集落遺跡群は海人たちの交易拠点」との姿が浮かび上がってきている。 

◎「淡路島の国生みと関係する」と注目を集める鉄器加工・鍛冶工房。畿内ではまだ鉄器が広く普及してい 

ない時代であり、出土品の主は漁具などの小さな実用鉄器で、武器は出土していない。 

        常々頭にある淡路島対岸の六甲の山裾の高地性集落会下山遺跡からは鉄鏃などの武器が出ており、 

        鉄器工房の性格を考える上で、今後重要なポイントになるのではないかと・・・・・・・。 

「国生みの島」淡路島の発掘調査は津名丘陵 舟木

集落遺跡も含め、まだほんの一部である。 

これから何がでてくるのか 期待いっぱい。 

そんなこともあって、是非現地をしっかり歩きたい。 

国内最大級の鍛冶工房村 五斗長垣内遺跡の出土以

来 何度もでかけたこの淡路島北西部沿岸の丘陵地

ですが、五斗長垣内遺跡以外に山間地集落遺跡周辺

を歩いたこと無し。また 野島の海岸もいつも海を眺

めながらバスしてきた場所。 

国内最大級の鍛冶工房村 五斗長垣内遺跡の出土以

来 何度も訪れた淡路島、和鉄の道・Iron road

にも淡路島の探訪記録掲載していますが、 

いずれも断片的で淡路島の実像に迫れず。 

余り頭になかった「野島海人の郷」や「津名丘陵 

舟木遺跡周辺」をしっかり歩きたいと期待をつのら 

せ、この夏の終わりに 淡路島西北部の野島海岸から津名丘陵の頂上部の舟木集落へ出かけてきました 

  

 

野島海岸を見降ろす津名丘陵頂上部の舟木集落沿って広がる弥生後期の山間地集落群の中心 舟木遺跡 
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【現地探訪 Photo 抜粋】  

国生みの淡路島 津名丘陵の山間地集落群の中心【舟木遺跡】現地探訪 2018.8.29.  

古代淡路島の海人の郷 野島海岸から津名丘陵を登って 弥生後期の山間地集落群の中心舟木遺跡へ 

 

 

  

1. 淡路市野島大川公園 古代の貴船神社製塩遺跡  

   「瀬戸内を見晴らす古代の野島海人の郷 野島大川」の海岸の遺跡跡に復元された古代の製塩と野島海人像 

 

野島の浦に位置する古墳時代から奈良時代にかけての製塩遺跡。熱効率の良

い石敷炉が発見され、 大量生産した塩は王権にも供されたと考えられる。  

日本書紀に登場する「野嶋の海人（あま）」の活動拠点とされ、現在は海人

が生業とした土器製塩の様子をモニュメントで 見ることができる。（淡路島

日本遺産 貴船神社遺跡 http://kuniumi-awaji.jp/heritage/16kifune/ より） 

  

http://kuniumi-awaji.jp/heritage/16kifune/


2. 野島海岸 北淡震災記念公園より 東の津名丘陵を登り、丘陵上部の舟木集落へ 

 
津名丘陵の山裾がすぐ横に迫る一本道 海岸道路を南の野島北淡震災公園へ 反対側には津名丘陵の山並みがみえる 

 

3. 国生みの時代 津名丘陵の頂上部の山間地集落群の中心だった「舟木集落」 

 

 



4. 今なお残る「女人禁制」の舟木石上神社（古代の祭祀場 舟木石神座）   

「北緯34度32分の線 春分&秋分の日に太陽が通る太陽の道」の「日の神信仰」一番西の端にある磐座  

 林に包まれた磐座の後側にも幾つも巨石・石組があり、2000年を経る今も守り継がれている祭祀場 

                      

 

北緯 34度 32分の線 春分&秋分の日に太陽が通る「太陽の道」に位置する舟木石上神社  

奈良県の箸墓古墳を中心にして 東の端がアマテ

ラス大神を祀る伊勢となり海上の島、神島へ。同

じく箸墓古墳からほぼ同じ距離を西の端へと進む

と淡路島にある伊勢の森の伊勢久留麻神社があり、

その西の峠を越えたところに舟木石神座がある。 

太陽を信仰する地には、「日を迎える座」と「日

を追う座」があるといい、それぞれ朝日に向かっ

て、夕日に向かって祭事を行う。 前者は男性が、

後者は女性が祭事を司るとされ、当社は前者にあ

たり、長らく女人禁制が守られてきた」という。 

 

また、この舟木石神座は弥生時代後期の舟木遺跡

域の一部で、標高約 150メートルに位置し、 

約 40ヘクタールに及ぶ舟木遺跡の中央部伊勢の森とも呼ば

れる地。その巨石祭祀跡として位置づけられ、 2000年以上

続く現役の祭祀場で、祭祀は今も厳粛に続けられていい、  

この地は弥生時代から続く交通の要衝でもあり、重要集落で

あったろう。 



5.海人たちの交易拠点 生産工房を持つ山間地集落群の中心【舟木遺跡】 

 

.  

 

淡路島津名丘陵に出現した山間地集落群 

稲作が行えぬ高地に出現した軍事的性格は持たぬが、 

生産工房など多様な生活様式を営む弥生後期の集落遺跡群 

島では海岸よりも山間地を貫く方が幹線道路として機能しや

すかった事情で生まれたとする向きもり、西に四国や山陰山



陽西国につながる瀬戸内と東の大阪湾から畿内そして大和へつながる淡路島の位置が海人の存在と相まって この山間 

淡路島の中央を南北ら連なり炉、海岸に迫る津名丘陵 そして 丘陵を乗越せば簡単に反対側に出られる。 

まさしくこの乗越の位置にある舟木遺跡。交通路の要衝の位置にあり、海岸をたどるのが古代の幹線道の固定観念が覆

る。津名丘陵の上は今は温暖な気候を利用した田園がひろがっている。 今回は津名丘陵の東側へは乗越さなかったが、

東側も今は田園地が広がる豊かな地。 そして 丘陵の上を南北に明石から鳴門へ本四連絡道が貫いている。 

国造りの時代にも津名丘陵の上を幹線道路が貫き、それらと海岸をつなぐ道路網があっても何ら不自然

でないとおもえる。舟木遺跡と山間地集落群はそんな視点も教えてくれる。 

 

6. 舟木集落から真っ直ぐ西の野島海岸へ下る 
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【 参考資料 書き写し引用資料・図表 & インターネット検索 】 

 

◆ 弥生時代後期 淡路島山間地集落群とその中心 舟木遺跡 参考図 ◆ 

 

 



◆ 和鉄の道・Iron road 「国生みの淡路島」関連の主要記事リスト ◆ 

1.  卑弥呼の時代を解き明かす? 淡路島弥生後期の大山間地集落群淡路市舟木遺跡  

弥生期の鉄製ヤスが出土  海の民や北部九州とのつながりを示す? 神戸新聞より 2018.3.23.  

■ PDF : http://www.infokkkna.com/ironroad/2018htm/2018iron/18iron03.pdf  

2  淡路島弥生時代の鉄器拠点「淡路市 舟木遺跡」鉄器の交易をなりわいか?  

    近くの五斗長垣内遺跡を上回る新たな「弥生の鉄器拠点 国内最大級の鍛治工房跡」が出土 

     ■ HTM : http://www.infokkkna.com/ironroad/2017htm/iron13/1702funaki00.htm 

 ■ PDF : http://www.infokkkna.com/ironroad/2017htm/2017iron/17iron01.pdf 

3.  大阪弥生文化博物館2016年春季特別展第3回考古学セミナー   

    淡路市教委 伊藤宏幸氏講演「淡路島 五斗長垣内遺跡にみる弥生時代の鉄器生産」  

    聴講 まとめ by Mutsu Nakanishi    2016. 5.28. 

     ■ HTM : http://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1607awaji00.htm 

 ■ PDF : http://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/2016iron/16iron07.pdf 

4.  淡路文化資料館 淡路市教育委員会 伊藤宏幸氏講演資料  2015.12.12.  

   「淡路島の弥生時代と山間地集落 五斗長垣内遺跡と舟木遺跡」  

■ PDF : http://www.infokkkna.com/ironroad/2017htm/iron13/1702funakiR3awajiregime.pdf 

5.  弥生後期から卑弥呼の時代へ ベールを脱いだ「弥生の Iron Road 和鉄の道」 

    淡路島 五斗長垣内遺跡の謎 シンポ 2010.11.21. 聴講 して 

  ■ HTM : http://www.infokkkna.com/ironroad/2010htm/iron6/1012gossa00.htm 

 ■ PDF : http://www.infokkkna.com/ironroad/2010htm/2010iron/10iron14.pdf 

6.  弥生時代から卑弥呼の邪馬台国・大和初期王権へ 国家形成の時代を動かした「鉄」 

    2010 年秋 関西各地で開催された特別展とそのシンポジュウム & 連続講演会 聴講まとめ 

     ■ HTM : http://www.infokkkna.com/ironroad/2010htm/iron6/1012hmko00.htm 

 ■ PDF : http://www.infokkkna.com/ironroad/2010htm/2010iron/10iron13.pdf 

7.  淡路島 松帆銅鐸は出雲と同じ鋳型の兄弟銅鐸  国生神話の出雲・淡路は強い結びつき 2016.10.14. . 

 ■ PDF : http://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/2016iron/16iron14.pdf 

8. 「伊弉諾神宮 国生み神話の島」 淡路島で 大量の埋納銅鐸出土【1】 2015.5.20.   

    大和の進出による新旧勢力交代による 国づくりの始まりを示すのか?  

    国譲り神話の出雲の大量の埋納銅鐸出土（加茂岩倉・荒神谷遺跡）とそっくり 

    ■ HTM : http://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/1506doutaku00.htm 

 ■ PDF : http://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/2015iron/15iron10.pdf 

9. 「伊弉諾神宮 国生み神話の島」淡路島で大量の埋納銅鐸出土【2】  2015.7.1  

    南淡路でみつかった埋納銅鐸 松帆銅鐸 （弥生時代前期末～中期前半）   

■ PDF : http://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/2015iron/15iron11.pdf 

10. 近畿 弥生時代後期 淡路島に西日本最大級の鍛冶工房村が現れた時代の2・3世紀 2011.3.5.         

 ■ PDF : http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/11iron01.pdf 

11. 南北市糴（してき) 朝鮮半島と倭を結ぶ「和鉄の道」     2011.9.1.   

    魏志倭人伝の時代 朝鮮半島の鉄との交易品は何か・・・・   

 ■ PDF : http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/11iron01.pdf 

番外1.  淡路・出雲・高千穂 三大神話の郷に伝わる 神楽の競演  

        【スライド動画】淡路島伊弉諾神宮 三大神話 神楽祭 2011.9.23.   

■ HTM : http://www.infokkkna.com/ironroad/2011htm/iron7/1110awji00.htm 

番外2.  弥生の高地性集落【4】 弥生の高地性集落に「弥生の戦」・「日本人のルーツ」を探して 

■ PDF : http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/6iron14.pdf 

http://www.infokkkna.com/ironroad/2018htm/2018iron/18iron03.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/2017htm/iron13/1702funaki00.htm
http://www.infokkkna.com/ironroad/2017htm/2017iron/17iron01.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1607awaji00.htm
http://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/2016iron/16iron07.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/2017htm/iron13/1702funakiR3awajiregime.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/2010htm/iron6/1012gossa00.htm
http://www.infokkkna.com/ironroad/2010htm/2010iron/10iron14.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/2010htm/iron6/1012hmko00.htm
http://www.infokkkna.com/ironroad/2010htm/2010iron/10iron13.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/2016iron/16iron14.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/iron11/1506doutaku00.htm
http://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/2015iron/15iron10.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/2015htm/2015iron/15iron11.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/11iron01.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/11iron01.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/2011htm/iron7/1110awji00.htm
http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/6iron14.pdf


◆ 新聞記事 & インターネット 参考資料 ◆ 

◆ Web 収蔵File和鉄の道・Iron Road 津名丘陵の山間地集落群の中心【舟木遺跡】現地探訪   

            http://www.infokkkna.com/ironroad/2018htm/iron14/1809awajifunaki00.htm 

  ◎ mp4 スライド動画【8:25・41MB】

http://www.infokkkna.com/ironroad/2018htm/iron14/1809awajifunaki.mp4 

        ◎ スライド原図  Photo Album 【129P・18MB】 

            http://www.infokkkna.com/ironroad/2018htm/iron14/1809awajifunakiphoto.pdf 

【PDF資料】 

1.  インターネット検索 & Iron Road 資料整理 

     「国生み淡路島の実像 -津名丘陵山間地集落群の中心集落 舟木遺跡 概要-」 2018.8.25. 

◎ 淡路島北部 瀬戸内海を見晴らす古代の海人の郷 淡路市野島 

         ◎ 畿内に先駆けて鉄器文化を取り入れ、鉄器加工や製塩など生産工房群を展開した 

山間地集落群の中心 舟木遺跡 

■ PDF : http://www.infokkkna.com/ironroad/2018htm/iron14/1809awajifunakiwebkensaku.pdf 

2.  平成28年度舟木遺跡の発掘調査成果について 淡路市教育委員会(資料アレンジ整理) 2018.1.24.  

  ■ PDF : http://www.hyogo-c.ed.jp/~board-bo/kisya28/2901/290125funaki.pdf 

3.   平成29年度 舟木遺跡の発掘調査成果について 淡路市教育委員会  2018.3.25. 

■ PDF : https://www.city.awaji.lg.jp/uploaded/life/22931_51066_misc.pdf 

4   広報淡路 2018年5月号   近畿初の鉄製ヤスが出土         2018.5.5. 

■ PDF : https://www.city.awaji.lg.jp/uploaded/attachment/20384.PDF 

 【淡路島 舟木遺跡・松帆銅鐸 関係新聞報道記事 & インターネット検索収集】 

1.  2018. 3. 23. 神戸新聞:掲載記事  弥生期の鉄製ヤス出土 

2. 2017. 1. 26. 神戸新聞:掲載記事  淡路 弥生期 鉄器拠点 & 鉄器の交易なりわいか ほか 

3. 神戸っ子 2016年3月号 掲載記事  舟木遺跡   

4. 『神戸・兵庫の郷土史』Ｗｅｂ研究館 淡路島の大規模鉄器生産基地をうかがわせる「舟木遺跡」  

http://kdskenkyu.saloon.jp/tale70fun.htm 

5.  淡路市教育委員会 2017. 1. 24. 

淡路市国生みプロジェクト成果発表  平成28年度 舟木遺跡の発掘発掘調査成果について     

6.  淡路市教育委員会 2018. 3. 15.   

平成29年度 淡路市国生みプロジェクト 舟木遺跡発掘調査成果報告会資料    

7.  2018. 3 3 神戸新聞NEXT 淡路で古代史シンポ 海人や国生み神話に新視点 

  海人や国生み神話をめぐるシンポジウム「淡路島古代史の魅力を探る」より 

  https://www.kobe-np.co.jp/news/sougou/201803/0011034677.shtml 

8. 『古事記』の冒頭を飾る「国生みの島・淡路」～古代国家を支えた海人の営み～ 

  淡路市教育委員会 社会教育課長 伊藤宏幸 

http://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkazai/nihon_isan/pdf/nihon_isan30.pdf 

9. 貴船神社遺跡 (緑の道しるべ大川公園)  &  野島の海人 

 淡路島日本遺産 貴船神社遺跡 http://kuniumi-awaji.jp/heritage/16kifune/ ほか 

10.  宮本常一「海に生きる人  々 」 １９６４．８ 

11. 日本書紀などに記された淡路島の海人 

 「大和国家の成立〜神武東従伝承〜」 https://ameblo.jp/taishi6764/entry-11977217634.html  

 2018. 3 3 神戸新聞NEXT 淡路で古代史シンポ 海人や国生み神話に新視点 

    海人や国生み神話をめぐるシンポジウム「淡路島古代史の魅力を探る」より 

  https://www.kobe-np.co.jp/news/sougou/201803/0011034677.shtml 

http://www.infokkkna.com/ironroad/2018htm/iron14/1809awajifunaki00.htm
http://www.infokkkna.com/ironroad/2018htm/iron14/1809awajifunaki.mp4
http://www.infokkkna.com/ironroad/2018htm/iron14/1809awajifunakiphoto.pdf
http://www.infokkkna.com/ironroad/2018htm/iron14/1809awajifunakiwebkensaku.pdf
http://www.hyogo-c.ed.jp/~board-bo/kisya28/2901/290125funaki.pdf
https://www.city.awaji.lg.jp/uploaded/life/22931_51066_misc.pdf
https://www.city.awaji.lg.jp/uploaded/attachment/20384.PDF
http://kdskenkyu.saloon.jp/tale70fun.htm
https://www.kobe-np.co.jp/news/sougou/201803/0011034677.shtml
http://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkazai/nihon_isan/pdf/nihon_isan30.pdf
http://kuniumi-awaji.jp/heritage/16kifune/
https://ameblo.jp/taishi6764/entry-11977217634.html
https://www.kobe-np.co.jp/news/sougou/201803/0011034677.shtml
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  本年6月 Iron Roadに転記ご紹介しました「たたらの郷 湖北 伊吹山山麓 旧坂田郡のに残る金太郎伝承」 

◎ 湖北 伊吹山山麓 近江国 旧坂田郡に残る金太郎伝承 長浜市 旧坂田郡 長浜市西黒田  2018.6.1.                                                   

http://www.infokkkna.com/ironroad/2018htm/iron14/1806nagahamakintarou.pdf 

たたらの山 伊吹山西麓のたたら関連地に「桃太郎」伝承が残ると知って、 

湖北伊吹山西麓のたたらの郷 伊吹 & 桃太郎伝承の残る長浜市西黒田地区を訪ねました。 

 

湖岸沿いに広がる長浜市。なんで 湖岸の長浜に伊吹山のたたらの関連地金太郎の伝承があるのだ。 

私の頭では長浜は米原の北。そんなに伊吹山と長浜は近いのか?でも、今回しっかり地図を眺めてわかりました。 

長浜市の東の境界は臥竜山の丘が南北に走り、その丘の後ろに伊吹山がそびえる米原市伊吹の里がある。 

湖岸の長浜の街の背後に、南北に長く臥竜山の丘が寝そべり、その後ろに伊吹山がそびえる伊吹の里だと初めて 

理解できました。長浜の街からは伊吹山の山体は見えないが、いつも頭をのぞかせ、長浜と伊吹の里は昔も今も 

密接につながっていると初めて理解。長浜と米原市の伊吹の里との間に寝そべる臥竜山の山裾 長浜市の南部  

旧坂田郡長浜市西黒田地区が桃太郎の伝承地。そして古代この伊吹山を背に北陸から湖北全体に勢力を誇ったの 

が、古代鉄の豪族息長氏。金太郎は息長氏一族の鍛冶屋の子として 伊吹山山麓この臥竜山が寝そべる長浜市西黒 

田の郷で生まれ、周囲の丘を遊び場にして たくましく育ったという。 

http://www.infokkkna.com/ironroad/2018htm/iron14/1806nagahamakintarou.pdf
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■ 伊吹山の山麓 長浜市西黒田に残る坂田の金時伝承の概要 ■ 

滋賀銀行 季刊情報文化誌「湖」2015秋号 「“金太郎” 坂田の金時は旧坂田郡の人だった? 」より 

https://www.keibun.co.jp/saveimg/mizuumi/0000000026/pdf_sub_208_20150925103446.pdf 

 

 

■ 琵琶湖取り囲む山々の山麓は たたら製鉄を育んだ和鉄の故郷 古代の鉄の王国「近江」■ 

琵琶湖周辺の山々には鉄鉱石があり、古代から

その山麓には点々と製鉄遺跡や製鉄関連 そして、

湖北から北陸にかけては古代の鉄の豪族息長氏の

本拠地。そんな湖北の和鉄の故郷のひとつ伊吹山

山麓 旧坂田郡西黒田は「坂田の金時・金太郎」

の伝承地 たたらの里で生まれ、周辺の山で育った

金太郎 その象徴が赤い肌・鉞・丸金の腹掛けだ

という。 

金太郎の伝承地はいくつかあるが、「坂田」の

地での伝承を持つのはこの伊吹山麓のみという。 

金太郎伝承が伊吹山山麓のたたらの里にあると初

めて知りました。 

久しぶりに知る各地に残る「桃太郎」「羽衣」

ほかの昔話とたたらの関係。湖北へは何度も出かけ、伊吹山登山や湖岸沿いの長浜へは何度も行ったことあり、また関

ヶ原を東に越えた美濃側の製鉄遺跡関連地垂井鞴祭りの南宮神社や濃赤坂金生山へも出かけましたが、伊吹の里を歩い

たことなし。 

11月12日 伊吹山麓に加療のため帰ったという仲間の顔を見がてら、金太郎伝承の里を歩いてきました。 

https://www.keibun.co.jp/saveimg/mizuumi/0000000026/pdf_sub_208_20150925103446.pdf


古代たたらの故郷 湖北 伊吹山山麓 たたらの古代豪族息長氏の里に「金太郎」伝承を訪ねる 

【伊吹山西麓 米原市伊吹の里 & 桃太郎伝承の里 walk】Album抜粋 

琵琶湖湖岸 長浜と伊吹山の間に東西に長く寝そべる臥竜山の山裾 

金太郎伝承が眠る長浜市西黒田地区(旧坂田郡西黒田村) 

 

 

  
 桃太郎伝承の残る古代たたらの故郷 湖北 伊吹山山麓 伊吹の里 &  長浜市西黒田地区(旧坂田郡西黒田村) 

 のwalkの詳細は スライド動画 & photo album に記録収蔵していますので、こちらも合わせご覧ください。 

 

      

 

 

 

 

 

 【 保存 File: 古代たたらの故郷 湖北 伊吹山麓 たたらの里に眠る「金太郎」伝承 walk 】 

■ 和鉄の道 URL: http://www.infokkkna.com/ironroad/2018htm/iron14/1812ibuki00.htm 

◎ スライド動画  URL: http://www.infokkkna.com/ironroad/2018htm/iron14/1812ibuki.mp4 

◎ photo album URL: http://www.infokkkna.com/ironroad/2018htm/iron14/1812ibukiphoto.pdf 

http://www.infokkkna.com/ironroad/2018htm/iron14/1812ibuki00.htm
http://www.infokkkna.com/ironroad/2018htm/iron14/1812ibuki.mp4
http://www.infokkkna.com/ironroad/2018htm/iron14/1812ibukiphoto.pdf


   1. 伊吹山の山懐 伊吹の里の秋景色 伊吹山から流れ出る水の分水が伊吹の里の豊かさの象徴か? 

 

2. 臥竜山が寝そべる山裾  桃太郎の伝承地 長浜市西黒田の里の秋景色 

 

3. 桃太郎の伝承地長浜市西黒田の里から眺める 臥竜山 & 伊吹山遠望の秋景色 

 



 

4. 夕闇迫る中 坂田駅への道を急ぎつつ 今日一日の伊吹walkをふりかえる 

金太郎伝承の地 西黒田地区では東西

に長く寝そべった臥竜山の丘の向こう

にいつも大きな伊吹山が頭をのぞかせ、

この地区が伊吹山と一体であること再

認識しました。 

残念ながら、里にはもう金太郎やたた

らの痕跡はほとんど見つけられません

が、いくつもの枝尾根を張り出し、東

西に長く寝そべる臥竜山の丘の山裾に

を縫って続く古道をつないで、古い家

並みが点々と続く。どこにでもあるの

かもしれませんが、紅葉した森に接し、 

ゆったりと時間が流れる集落の中。 

そのいくつかには今も古い古墳があり、

丘には小さな社。家並みと接して続く

丘の向こう伊吹の里にどっしりと座る伊吹山が頭をのぞかせ、里を見下ろしている。 

日本の原風景そのものの古道が金太郎伝承・たたらの郷 Iron Roadの痕跡 

 

また、今まで湖岸の長浜の街に何度も訪れたことがありましたが、あのどでかい伊吹山を眺めるのは

米原を過ぎて 東へ東海道新幹線や東海道線の車窓から…。 湖岸に沿って北陸線で北の長浜へ行くと

きにはほとんど意識していませんでした。 長浜の街と伊吹山山麓伊吹の里がこんなに近く、また密接

に結びつき、近江の国のたたらの郷として伊吹山を感じたのも初めてでした。 

鉄の王国「近江」には随分あるいたつもりでいましたが、空白になっていた伊吹山山麓まったく抱いて

いた印象と違うのにびっくりです。 

鉄の山伊吹山 湖北伊吹に和鉄伝承と重なる金太郎伝承 半信半疑でしたが、 

伝承地の長浜西黒田地区が伊吹の里・伊吹山とつながっていることや、そして、この臥竜山の寝そべる

西黒田地区が鉄を背景に北陸から近江に勢力を伸ばし大和政権に大きな影響力を持った息長氏の存在

についても ちょっとわかったような気がしました。 



一番後になりましたが、伊吹山山麓の伊吹の里 もっと山深い山郷と思っていましたが、 

湖岸長浜とも密接につながった豊かな田園地であることにびっくり。 

そして、広い田園地が続くその中央にいきなりどっしりと構えて里を見下ろす伊吹山。 

とにかくどでかい。圧倒される大きさ。しばらくは声も出ず、見入っていました。 

また、伊吹の里の豊かさの源に豊富な伊吹山のみずの分水網にあることも 初めて知りました。 

書き忘れましたが、西黒田長浜農業高校の銀杏並木とその上に浮かぶ伊吹山。今年一番の秋景色でした。 

湖北を支えるどでかい山「伊吹山」その大きさに圧倒されたwalk。 

花の伊吹山にもう一つ古代の和鉄の興味の加わった今回のwalk  

暖かくなったら、伊吹の里からゆっくり伊吹山の頂上へ歩こうと思っています。 

加療中の仲間の元気な姿も見られたし、うれしい伊吹の里walkになりました。 

なお、今回のwalk 伊吹の里についた途端に いつも記録代わりに手にするデジカメが故障で 

全く使えず。 やむなくスマホをデジカメ代わりにするとともに、walkingの行程記録の随処に 

Google MAP やGoogle Earth Street View の画像を使わせていただきました。 

いちおうその旨入れていますが、多少違和感のある画像ありますが、お許しください。  

 

    2018.11.12. 夕闇近く 金太郎の里を振り返りつつ 

               Mutsu Nakanishi 

 

 

  

  

 



  参考補足 1. 伊吹山への登山口 JR 東海道線 近江長岡駅 でも今長浜からゆくのも便利に 

今回 長浜市と米原市とが南北に細長く伸びる臥竜山の丘を境に並び相互に結びついていることを記しました。 

しかし、伊吹山といえば、伊吹山の南側にある近江長岡駅を出発点。したがって、東海道線が走る南側からすると長浜

は随分北に見え、その伊吹の里へも近江長岡駅からゆくものと思っていました。 

近年関西の交通網が再整備され、関西

圏から長浜へ新快速が走るようになり、

むしろ湖北長浜から伊吹の里経由で登

山口へ行く道、ならびに臥竜山をトン

ネルで抜けて伊吹の里へ入る道が随分

便利になっている。 

かつては どうか どちらも湖北 古

代は息長氏が勢力を張る同じ湖北の生

活圏。 時代とともに感じ方が、随分

変化している。でも 今も近江長岡駅

に降り立って眺める伊吹山のどでかさ

は変わらず。やっぱり伊吹山に登るに

は近江長岡駅から伊吹の里に入るのが

一番か… 

 

    

参考補足 2. 金太郎伝承と息長氏のたたら伝承が重なる長浜西黒田地区 

   



 

■ 参考・一部転載させていただいた資料 ■ 

1. 滋賀銀行 季刊情報文化誌「湖」2015秋号  “金太郎” 坂田の金時は旧坂田郡の人だった?  

    https://www.keibun.co.jp/saveimg/mizuumi/0000000026/pdf_sub_208_20150925103446.pdf 

2 .金太郎伝承の地の黒田 長浜市西黒田 街づくりセンター ホームページ 

  http://nishikuroda.sakura.ne.jp/ 

3. 金太郎伝承の地の黒田 金太郎の里マップ 

  http://nishikuroda.sakura.ne.jp/sisekimeguri.html 

4 .Google Earth & Google map  street view  米原市 & 長浜市 

5. 酒呑童子の出生伝説 

  https://nohmask21.com/oni/densetsu02.html ほか 

6. 桃太郎伝説の吉備路walk?? 鬼ノ城を訪ねる  2010.1.15. ほか 

http://www.infokkkna.com/ironroad/2010htm/iron6/1002kinojyo00.htm 

和鉄の道・iron road by Mutsu Nakanishi 

1. 湖北 伊吹山山麓 近江国 旧坂田郡長浜市西黒田 に残る金太郎伝承  2018.6.1.    

http://www.infokkkna.com/ironroad/2018htm/iron14/1806nagahamakintarou.pdf 

2. 鬼の住む山 大江山 鬼の伝説 に「Iron Road」のロマンをかきたてて 

  http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/jstlbb06.pdf 

3. 日本三彦山の一つ 越後 弥彦山 Walk  弥彦山に鍛治神の痕跡を探して 

  http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/7iron10.pdf 

4. 旧暦霜月8日(11月8日) 金山まつり・鞴まつり  伊吹山 美濃垂井 南宮大社の鞴祭りほか   

  http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/4iron14.pdf 

5. 日本各地に残る和鉄の道の風景 

  http://www.infokkkna.com/ironroad/tatara/tatara05.pdf 

6 .和鉄の道からみた日本誕生前夜の北近江・若狭

http://www.infokkkna.com/ironroad/2011htm/2011iron/11iron17.pdf  

7. 瀬田丘陵 源内峠製鉄遺跡 野路小野山製鉄遺跡を訪ねて 

http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/7iron03.pdf 
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【参考】「近江の鉄」 和鉄の道掲載リスト by Mutsu Nakanishi 

        古代鉄の先進地 近江の鉄 掲載記事を書き出してみました 

 

1. 大和政権を支えた近江国の鉄 瀬田丘陵 の製鉄地帯 2002.3. 

      http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/jstlbb13.pdf  

2. 2005年青春キップの旅 古代鉄の足跡を訪ねて  

p12-p30 木ノ本 古橋製鉄遺跡 &北マキノ  2005.8. 

      http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/5iron13.pdf 

3. 比叡山延暦寺造営を支えた生産工房 大津市堅田 上仰木製鉄遺跡   2006.2. 

      http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/6iron04.pdf 

4.  瀬田丘陵 源内峠製鉄遺跡 野路小野山製鉄遺跡を訪ねて 2007.7. 

      古代官営大製鉄コンビナートに発展させ た近江の製鉄技術 

      http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/7iron03.pdf 

5.  卑弥呼の時代からの大陸への玄関口 若 狭・北近江の「若狭街道」  2008.9.1. 

      大陸・朝鮮半島の鉄を求めて続く若狭・北近江の「和鉄の道」を訪ねて  

      分水嶺「水坂峠」の両側 北近江「高島 熊野本」と若狭「上中町熊 川宿&脇袋 」 

      http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/8iron09.pdf 

6  .湖南 南郷の古代の製鉄遺跡を訪ねて 袴腰山を巡る 2009.7.30. 

      http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/9iron09.pdf 

7.  古墳時代 朝鮮半島との交流玄関口「若狭」を再度訪ねる   2011.8.30.  

      脇袋古墳群など若狭の王墓からの出土品見学? & 若狭小浜港・遠敷の里 Walk  

      http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/11iron10.pdf 

8.  北近江安曇川安曇あずみ会でのプレゼンスライド           2011.12.1.  

     「和鉄の道 Iron Road 」から見た日本誕生前夜-北近江・若狭が輝いた時代-  

      http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/11iron17.pdf 

9.  琵琶湖交通・北陸や東日本と畿内をつなぐ交通の重要な結接点 近江の彦根  2016.12.. 

      纏向遺跡に匹敵する大型建造物のある鉄器物流を担う拠点都市集落が出土        

      http://www.infokkkna.com/ironroad/dock/iron/16iron16.pdf 
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